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は
じ
め
に

　

本
誌
に
て
架
蔵
資
料
の
紹
介
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
ゞ
い
て
い
る
が
、
今
回
は
ツ
レ
と
な
る
資
料
が
多
い
た
め
、
独
立
し
た
一
編
と
し
た
。

鎌
倉
期
書
写
の
源
氏
物
語
切
に
つ
い
て
は
、
手
元
に
別
本
系
統
に
属
す
る
も
の
に
限
定
し
て
も
数
葉
あ
り
、
ほ
か
に
も
源
氏
物
語
絵
巻
詞

書
切
・
源
氏
歌
集
切
・
源
氏
物
語
古
系
図
切
な
ど
の
鎌
倉
期
書
写
の
古
筆
切
が
存
し
て
お
り
、
紹
介
す
る
機
会
を
俟
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
の
主
旨
は
、
所
蔵
す
る
古
筆
切
資
料
の
中
か
ら
紹
介
す
る
に
足
る
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん
で
そ
の
図
版
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
目
的
に
沿
え
ば
正
確
な
書
誌
的
情
報
を
記
せ
ば
充
分
で
あ
る
が

）
1
（

、
私
に
拙
い
論
考
を
付
け
加
え
さ
せ
て
い
た
ゞ
い
た
。
見
及
ば
な
い

資
料
や
論
考
の
見
落
と
し
、
失
考
な
ど
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
広
く
批
正
を
請
い
た
い
。

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
三
号　

令
和
五
年
九
月
三
十
日
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伝源三位頼政筆六半切（源氏物語・宿木）
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１
、
架
蔵
、
伝
源
三
位
頼
政
筆
六
半
切
（
源
氏
物
語
・
宿
木
）

　

軸
装
の
一
葉
（
図
版
参
照
）
で
、
簡
便
な
か
ぶ
せ
蓋
の
紙
箱
（
上
蓋
・
白
地
に
金
の
武
蔵
野
風
模
様
〔
薄
は
描
か
な
い
〕
、
三
四
・
〇
×

七
・
五
×
六
・
二
㎝
、
上
蓋
高
五
・
八
㎝
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上
蓋
底
に
寸
法
・
筆
者
・
画
材
・
備
考
を
記
す
紙
片
（
洋
紙
、
四
・
三

×
五
・
七
㎝
）
を
貼
り
、
筆
者
欄
に
「
頼
政
」
と
記
す
。
同
梱
さ
れ
た
極
札
（
楮
紙
、
一
二･

一
×
二･

〇
㎝
）
に
は
、

　
　

源
三
位
頼
政
卿
き
た
る
も

と
あ
る
（
切
初
め
の
四
字
は
「
き
た
る
に
」
で
あ
る
が
、
鑑
定
者
は
「
き
た
る
も
」
と
読
み
誤
っ
て
い
る
）
が
、
裏
書
や
極
印
は
な
く
、

鑑
定
者
は
未
詳
。
表
具
は
大
和
装
（
本
紙
台
紙
貼
）
で
、
さ
ほ
ど
古
び
を
感
じ
さ
せ
な
い
近
時
の
仕
立

）
2
（

。
白
紙
の
押
し
風
帯
。
一
文
字
は

臙
脂
地
に
入
子
菱
の
地
模
様
で
五
三
桐
と
十
六
弁
八
重
表
菊
を
交
互
に
配
す
る
金
襴
、
中
廻
し
は
金
地
に
灰
青
の
色
糸
で
紋
様
を
織
り
出

し
た
金
襴
で
、
蔓
先
に
金
糸
で
小
花
（
雌
蘂
は
灰
青
）
を
配
し
た
牡
丹
唐
草
紋
と
鳳
凰
と
雄
蘂
に
金
糸
を
用
い
た
牡
丹
唐
草
紋
を
縦
に
交

互
に
配
し
て
い
る
。
上
下
は
利
休
鼠
の
紗
。
本
紙
を
囲
む
内
縁
に
は
鮮
や
か
な
緋
色
の
紗
を
用
い
、
さ
ら
に
薄
青
色
の
和
紙
で
覆
輪
を
施

し
て
お
り
、
本
紙
に
も
金
紙
覆
輪
が
あ
る
。
軸
先
は
磁
製
、
網
手
模
様
の
藍
染
付
で
、
形
は
す
ぐ
切

）
3
（

。
簡
便
な
仕
様
の
押
し
風
帯
で
あ
る

の
に
本
紙
に
は
覆
輪
付
の
内
縁
を
施
す
な
ど
、
様
式
的
に
も
破
綻
が
あ
り
、
あ
ま
り
品
の
よ
い
仕
立
と
は
言
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

本
紙
の
料
紙
は
薄
様
の
斐
紙
で
、
一
五･

五
×
一
五･

一
㎝
。
裏
写
り
が
認
め
ら
れ
る
。
元
は
升
型
に
近
い
（
綴
じ
目
の
部
分
を
嫌
っ

て
右
側
が
少
し
裁
断
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
）
六
半
形
の
冊
子
本
と
推
定
さ
れ
る
。
淡
墨
の
細
筆
で
、
美
し
く
流
麗
な
線
質
は
相
当
の

筆
力
を
感
じ
さ
せ
（
拡
大
し
て
筆
の
動
き
を
追
っ
て
み
る
と
、
一
字
一
字
の
線
の
美
し
さ
や
ち
ょ
っ
と
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
付
け
方
＝
筆

の
返
し
や
止
め
の
絶
妙
さ
な
ど
、
そ
の
能
書
振
り
が
堪
能
で
き
る
）
、
本
切
だ
け
を
見
て
い
る
と
、
書
写
年
代
は
一
見
し
て
鎌
倉
初
～
前
期

頃
と
見
紛
う
が
、
僚
巻
の
写
本
・
残
欠
本
等
を
勘
考
す
る
と
鎌
倉
中
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。
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本
切
に
関
し
て
は
、
既
に
多
く
の
写
本
や
零
本
、
断
簡
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
お
り

）
4
（

、
右
に
そ
の
伝
存
状
況
を
一
覧
し
て
お
く
と
（
各

項
目
頭
の
算
用
数
字
は
、
『
源
氏
物
語
』
の
巻
次
を
示
す
。
極
札
等
の
わ
か
る
も
の
は
「　

」
内
に
示
し
、
寸
法
・
料
紙
等
の
書
誌
情
報
は

各
所
収
文
献
の
解
説
や
論
文
に
依
っ
た
→
本
稿
の
論
述
対
象
で
あ
る
「
宿
木
」
に
は
、
末
尾
に
『
源
氏
物
語
大
成

）
5
（

』
〔
以
下
、
「
大
成
」
と

略
記
〕
所
収
頁
〔
漢
数
字
〕
・
行
〔
算
用
数
字
〕
、
『
源
氏
物
語
別
本
集
成

）
6
（

』
〔
以
下
、
「
別
本
集
成
」
と
略
記
〕
文
節
番
号
を
記
し
た
）
、

　

12 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
「
須
磨
（
す
ま
九

）
7
（

）
」
完
本
（
「
慈
鎮
和
尚
す
ま
巻
一
冊
〔
守
村
（
墨
印
）
〕
」
、
一
六
・
四
×
一
五
・
五
㎝
、

料
紙
記
載
ナ
シ
・
装
飾
料
紙
あ
り
、
列
帖
装
一
帖
〔
六
紙
一
括
・
四
括
、
墨
付
六
三
丁
（
六
三
ウ
白
紙
）
〕
、
一
面
一
〇
行
・
歌
一
字

下
げ
＋
地
文
続
き
）

　

33 

相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
藤
裏
葉

）
8
（

」
零
本
（
伝
称
筆
者
不
明
、
一
六
・
六
×
一
五
・
六
㎝
、
斐
紙
〔
裏
写
り
少
あ
り
〕
・
装
飾
料
紙
あ

り
、
一
二
丁
、
一
面
一
〇
行
・
歌
二
字
下
げ
＋
地
文
続
き
）

　

38 

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
中
山
本
「
（
す
ゝ
む
し
廿
二
内
）
鈴
虫

）
9
（

」
残
欠
本
（
「
す
ゝ
む
し　

為
家
卿
」
〔
包
み
紙
〕
、
十
六
・
五
×

十
六
・
一
㎝
、
斐
紙
〔
裏
写
り
少
あ
り
〕
・
装
飾
料
紙
あ
り
、
列
帖
装
一
帖
〔
二
括
、
一
一
丁
（
遊
紙
一
丁
を
含
む
）
、
一
一
丁
（
後
に

遊
紙
三
丁
を
含
む
）
、
一
九
ウ
末
紙
片
添
付
「
墨
付
十
八
枚
」
〕
→
一
面
一
〇
行
・
歌
二
字
下
げ
＋
地
文
続
き
）

　

45 

相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
橋
姫
（
は
し
ひ
め
）
」
零
本
（
伝
称
筆
者
不
明
、
一
六
・
八
×
一
五
・
六
㎝
、
斐
紙
〔
裏
写
り
あ
り
〕
・
装

飾
料
紙
あ
り
、
二
〇
丁
、
一
面
一
〇
行
・
歌
二
字
下
げ
＋
地
文
続
き
）

　

48 

石
水
博
物
館
蔵
「
早
蕨
（
さ
わ
ら
ひ
宇
四

）
10
（

）
」
残
欠
本
（
「
源
三
位
頼
政
卿
や
ふ
し
わ
か
ね
は
〔
守
村
（
墨
印
）
〕
」
〔
古
筆
分
家
十
三
代
了
仲
極

札
〕
、
一
六
・
四
×
一
五
・
七
㎝
、
斐
紙
・
装
飾
料
紙
あ
り
、
列
帖
装
一
帖
〔
三
括
〕
、
墨
付
二
一
丁
〔
墨
付
五
丁
分
落
丁
ア
リ
〕
、
一

面
一
〇
行
・
歌
一
字
下
げ
＋
地
文
続
き
）

　

49 

宮
内
庁
保
管
古
筆
手
鑑
所
収
「
宿
木
」
断
簡
一
葉
（
「
古
筆
学
大
成
」
第
二
十
三
巻

）
11
（

・
図
版

174
、
伝
阿
仏
尼
筆
、
浅
井
不
旧
極
札
、
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一
六
・
一
×
一
五
・
五
㎝
、
鳥
の
子
、
一
面
一
〇
行
→
一
七
四
二
7
～
12
／
別
本
集
成495051

～495093

）

　

49 
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
「
宿
木
」
断
簡

）
12
（

一
葉
（
「
為
家
」
〔
紙
背
〕
、
一
五
・
九
×
一
五
・
三
㎝
、
斐
楮
混
漉
、
一
面
一
〇
行
→
大
成

一
七
四
四
3
～
8
／
別
本
集
成495261

～495302

）

　

49
架
蔵
「
宿
木
」
断
簡
一
葉
（
詳
細
前
掲
参
照
→
大
成
一
七
四
五
13
～
一
七
四
六
4
／
別
本
集
成495464

～495506

）

　

49 

相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
宿
木
（
や
ど
り
ぎ
）
」
零
本
（
伝
称
筆
者
不
明
、
一
六
・
二
×
一
五
・
六
㎝
、
斐
紙
〔
裏
写
り
あ
り
〕
・
装

飾
料
紙
あ
り
、
一
二
丁
、
一
面
一
〇
行
・
歌
二
字
下
げ
二
行
書
＋
独
立
→
大
成
一
七
六
四
3
～
一
七
七
二
7
／
別
本
集
成497682

～498658

）

　

52 

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
「
蜻
蛉
（
か
け
ろ
ふ
宇
八

）
13
（

）
」
完
本
（
「
慈
鎮
和
尚
か
け
ろ
ふ
巻
一
冊
〔
守
村
（
墨
印
）
〕
」
一
六
・
四
×

一
五
・
五
㎝
、
料
紙
記
載
ナ
シ
・
装
飾
料
紙
あ
り
、
列
帖
装
一
帖
〔
六
紙
一
括
・
四
括
、
墨
付
六
七
丁
〕
、
一
面
一
〇
行
、
歌
一
字
下

げ
＋
地
文
続
き
）

　

53 

相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
手
習
（
て
な
ら
ひ
）
」
零
本
（
伝
称
筆
者
不
明
、
一
六
・
六
×
一
五
㎝
、
斐
紙
〔
裏
写
り
あ
り
〕
、
一
二
丁
、

一
面
一
〇
行
・
歌
一
字
下
げ
＋
地
文
続
き
）

と
な
る
。
た
ゞ
し
、
こ
れ
ら
が
僚
巻
乃
至
ツ
レ
と
認
定
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
筆
跡
や
書
式
・
料
紙
寸
法
の
一
致
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ

の
料
紙
の
内
に
墨
流
し
下
絵
や
丁
子
吹
き
型
抜
き
模
様
を
有
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
い
う
、
か
な
り
特
殊
な
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

田
中
重
太
郎
博
士
旧
蔵
で
相
愛
大
学
春
曙
文
庫
に
現
蔵
さ
れ
る
「
は
は
き
ぎ
」
を
含
む
全
五
帖
の
「
断
簡
」
（
殘
巻
＝
零
本
）
の
複
製
本
に

付
さ
れ
た
博
士
の
「
解
説
」
に
依
る
と
「
筆
者
は
、
す
く
な
く
と
も
五
名
以
上
」
と
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
各
帖
別
筆
と
見
て
お
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
は
は
き
ぎ
」
は
、
他
の
四
帖
や
そ
の
僚
巻
と
お
な
じ
く
一
面
十
行
書
で
、
和
歌
は
二
字
程
度
下
げ
て
書
き
始
め
、
上

句
・
下
句
を
分
け
る
こ
と
な
く
改
行
し
、
そ
の
ま
ゝ
地
の
文
に
続
け
る
（
「
宿
木
」
以
外
は
同
じ
）
が
、
墨
流
し
下
絵
や
丁
子
吹
き
型
抜
き
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模
様
料
紙
が
現
存
丁
に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
一
連
の
ツ
レ
に
は
認
定
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
除
い
た
他
の
僚
巻
に
つ
い
て
は
、
「
各

帖
の
筆
跡
は
、
類
筆
で
は
あ
る
が
一
筆
で
は
な
く
、
複
数
手
に
よ
る
寄
り
合
い
書
き
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
な
に

よ
り
も
「
同
じ
型
に
よ
る
丁
子
吹
き
装
飾
料
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
た
め
に
、
筆
蹟
や
書
式
に
異
な
る
点
が
あ
っ
て
も
、
僚
巻
な
り
ツ

レ
な
り
で
あ
る
、
と
推
断
し
得
た
」
こ
と
に
加
え
て
、
「
共
紙
の
原
表
紙
に
外
題
を
も
備
え
た
ま
ま
」
の
完
本
が
四
帖
も
存
し
た
と
い
う
幸

運
も
あ
っ
て
、
筆
跡
や
書
式
の
違
い
と
い
う
、
本
来
僚
巻
＝
ツ
レ
と
は
認
定
し
に
く
い
条
件
を
持
つ
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
、
一
具
の
寄
合
書

の
『
源
氏
物
語
』
と
し
て
認
定
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

）
14
（

。
寸
法
も
普
通
の
六
半
形
で
あ
り
、
筆
跡
や
書
式
に
よ
る
見
当
を
付
け
ら
れ
な
い

と
い
う
条
件
下
で
は
、
現
存
巻
以
外
の
ツ
レ
を
目
に
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
素
紙
の
部
分
で
あ
れ
ば
目
を
す
り
抜
け
ざ
る
を
得
ず
、

ツ
レ
と
し
て
認
定
す
る
た
め
に
は
、
取
り
敢
え
ず
は
同
じ
装
飾
料
紙
の
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
先
決
と
な
る

）
15
（

（
以
下
、
こ
れ
ら
全
体
を
指

す
場
合
に
は
、
個
々
の
断
簡
も
含
め
て
「
丁
子
吹
き
料
紙
本
」
と
呼
称
す
る
）
。

　
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集

）
16
（

』
「
源
三
位
頼
政
卿
」
条
に
は
「
六
半　

源
氏
」
と
あ
る
切
が
登
録
さ
れ
る
が
、
判
型
以
外
に
料
紙
に
つ
い
て
の

記
載
が
な
く
、
特
徴
的
な
料
紙
を
使
用
す
る
当
該
切
に
該
当
す
る
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻
に
は
六
半
切
二

葉
（
図
版

113
・

114
。
二
葉
は
ツ
レ
で
、
と
も
に
「
絵
合

）
17
（

」
）
、
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
に
も
六
半
切
を
裁
断
し
た
と
思
わ
れ
る
一
葉
（
第
一

図
→
「
古
筆
学
大
成
」
所
収
切
と
は
別
筆
、
「
浮
舟

）
18
（

」
）
が
伝
源
頼
政
筆
と
し
て
採
録
さ
れ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
れ
〴
〵
確
認
さ
れ
る
残

存
枚
数
が
少
な
い
の
で
、
こ
の
「
六
半　

源
氏
」
に
該
当
す
る
切
が
ど
れ
に
あ
た
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
ツ
レ
を
含
め
る
と
、
伝
称

筆
者
を
「
慈
円
」
「
阿
仏
尼
」
「
為
家
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
同
じ
く
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
「
阿
仏
尼
」
条
に
は
「
六
半　

砂
子
帋
源

氏
コ
ノ
外
類
切
多
シ
」
、
同
「
慈
鎮
和
尚
」
条
に
は
「
六
半　

源
氏
ノ
哥
」
と
い
う
記
述
が
見
出
せ
る
が
、
ど
ち
ら
も
該
当
し
な
い
よ
う
で

あ
る
（
丁
子
吹
き
料
紙
を
「
砂
子
帋
」
と
見
誤
っ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
ゝ
、
今
の
と
こ
ろ
否
定
的
に
取
り
扱
っ
て
お
く
）
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
、
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き
た
る
に
色
は
い
よ
〳
〵
し
ろ
く
な
り
て
あ

て
に
を
か
し
け
な
り
か
ゝ
る
御
う
つ
り
か
な

と
の
い
ち
し
る
か
ら
ぬ
を
り
た
に
あ
い
行
つ

き
ら
う
た
き
所
な
と
の
猶
人
に
は
お
ほ
く
ま

さ
り
て
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
に
こ
れ
を
は
ら
か

ら
な
と
に
て
は
あ
ら
ぬ
人
の
け
ち
か
く
い
ひ
か

よ
ひ
て
こ
と
に
ふ
れ
つ
ゝ
を
の
つ
か
ら
こ
ゑ

け
は
い
な
と
も
き
ゝ
み
な
れ
ん
は
い
か
ゝ
は

た
ゝ
に
も
思
は
ん
か
な
ら
す
し
か
お
ほ
え
ぬ
へ
き

こ
と
な
る
を
と
我
い
と
く
ま
な
き
御
心
な

と
な
る
。
書
写
内
容
は
、
『
源
氏
物
語
』
「
宿
木
」
巻
で
、
宇
治
の
中
君
は
、
夫
の
匂
宮
が
夕
霧
の
娘
六
の
君
と
結
婚
後
、
夜
離
れ
が
続
き
、

そ
の
歎
き
を
薫
君
に
相
談
す
る
内
に
、
つ
い
薫
を
簾
中
に
通
し
て
し
ま
い
、
そ
う
し
て
二
人
の
間
に
恋
情
が
生
じ
て
「
添
ひ
臥
し
」
す
る

よ
う
な
関
係
と
な
る
中
で
、
匂
宮
は
久
し
ぶ
り
に
中
君
を
見
舞
う
。
六
の
君
と
の
婚
儀
や
そ
の
後
の
こ
と
に
忙
し
く
、
す
っ
か
り
訪
ね
ず

に
い
た
中
君
に
逢
っ
て
み
る
と
、
以
前
に
も
増
し
て
魅
力
的
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
こ
れ
も
自
分
の
愛
情
の
な
せ
る
業
と
満
足
す
る
が
、

独
特
の
残
り
香
に
よ
っ
て
自
分
の
留
守
に
薫
が
訪
ね
て
き
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
と
い
う
場
面
で
あ
り
、
そ
の
後
、
二
人
の
関
係
に
疑
い

を
持
っ
た
匂
宮
は
証
拠
と
な
る
手
紙
な
ど
を
探
す
が
、
隠
し
も
せ
ず
他
の
手
紙
な
ど
に
混
じ
っ
て
置
か
れ
て
い
た
薫
か
ら
の
便
り
は
生
真
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面
目
そ
う
な
挨
拶
ば
か
り
で
、
「
こ
ん
な
は
ず
は
あ
る
ま
い
」
と
匂
宮
は
心
穏
や
か
で
な
い
。
こ
の
場
面
の
結
び
に
置
か
れ
た
「
こ
と
わ
り

な
り
か
し
」
は
女
房
視
点
の
地
の
文
で
、
放
っ
た
ら
か
し
に
し
て
お
き
な
が
ら
、
き
れ
い
に
な
っ
た
妻
に
嫉
妬
す
る
匂
宮
を
、
皮
肉
な
思

い
で
眺
め
て
る
。
こ
の
匂
宮
の
自
己
中
心
的
で
滑
稽
な
有
り
様
は
第
二
部
の
光
源
氏
の
姿
そ
の
も
の
で
あ
り
、
薫
と
い
う
別
の
視
点
が
導

入
さ
れ
る
こ
と
で
、
光
源
氏
＝
匂
宮
は
相
対
化
さ
れ
、
そ
れ
に
向
け
ら
れ
た
批
判
的
な
眼
差
し
も
く
っ
き
り
と
顕
在
化
す
る
。
何
故
「
宇

治
十
帖
」
の
世
界
が
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
そ
の
必
然
性
の
一
端
が
垣
間
見
え
て
く
る
よ
う
な
シ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
切
の
諸
本
と
の
異
同
状
況
や
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
、
ツ
レ
の
断
簡
や
零
本
を
含
め
て
、
次
章
に
お
い
て
纏
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
２
、
『
源
氏
物
語
』
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
に
つ
い
て

　

丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
は
、
前
掲
の
残
存
状
況
に
あ
り
、
本
切
を
含
め
て
零
本
十
二
丁
分
と
断
簡
三
葉
が
確
認
さ
れ
る
。
丁
数
に

し
て
一
三
丁
半
、
古
筆
切
の
紙
数
に
換
算
す
る
と
二
十
七
葉
分
が
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
以
下
、
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
と
呼
称

す
る
が
、
丁
子
吹
き
料
紙
本
全
体
で
は
な
く
、
本
稿
の
対
象
で
あ
る
「
宿
木
」
の
み
を
指
す
場
合
で
も
、
「
丁
子
吹
き
料
紙
本
」
の
名
称
を

用
い
る
場
合
が
あ
る
）
。
「
宿
木
」
は
、
同
じ
舛
形
本
で
一
面
十
一
行
書
の
日
本
大
学
蔵
伝
光
厳
院
筆
本
で
は
墨
付
一
〇
六
丁
半
、
一
面
十

行
書
の
陽
明
文
庫
蔵
本
（
以
下
、
「
陽
明
文
庫
本
」
と
呼
称
）
で
は
一
四
八
丁
を
要
し
て
お
り
、
当
該
本
は
一
面
十
行
書
で
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
陽
明
文
庫
本
に
近
し
い
丁
数
を
有
し
て
い
た
も
の
と
考
え
る
と
、
残
存
す
る
一
三
丁
半
は
全
体
の
約
九
・
一
二
％
に
あ
た
る
分
量
と
予

想
さ
れ
る
（
よ
り
正
確
な
数
値
と
い
う
点
で
は
、
別
本
集
成
の
文
節
数
で
合
計1105

文
節
と
な
り
、
「
宿
木
」
全
体
の10596

文
節
に
比

し
て
約
一
〇
・
四
三
％
と
な
る
）
。
こ
れ
ら
を
対
象
と
し
て
、
異
同
状
況
を
見
て
お
き
た
い
が
、
既
に
僚
巻
で
は
陽
明
文
庫
本
と
の
近
親
性

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
当
該
「
宿
木
」
も
そ
の
よ
う
な
可
能
性
が
高
い
も
の
と
予
想
さ
れ
る
の
で
、
陽
明
文
庫
本

）
19
（

を
底
本
と
す
る
「
別
本
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集
成
」
を
そ
の
ま
ゝ
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
陽
明
文
庫
本
と
の
関
連
が
明
瞭
に
見
渡
せ
る
よ
う
に
、
敢
え
て
大
島
本
を
底
本
と
し

て
俯
瞰
を
試
み
る
こ
と
ゝ
す
る

）
20
（

。
対
象
と
す
る
切
・
零
本
の
量
が
多
い
の
で
、
す
べ
て
の
有
意
の
異
同
を
扱
う
こ
と
は
難
し
く
、
対
象
を

底
本
と
す
る
大
島
本
と
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
の
間
に
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
限
定
し
た
。
校
異
符
号
等
は
「
別
本
集
成
」
に

準
じ
た
が
、
よ
り
直
感
的
な
異
同
の
把
握
の
し
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
本
文
に
傍
書
す
る
形
と
し
た

）
21
（

。
校
異
に
使
用
し
た
諸
本
は
、
「
別
本

集
成
」
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成

）
22
（

』
（
以
下
、「
河
内
本
集
成
」
と
略
称
）
所
収
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
各
本
の
校
異
略
号
を
用
い
た
が
、

「
河
内
本
集
成
」
が
中
京
大
学
図
書
館
蔵
大
島
河
内
本
に
「
大
」
を
あ
て
る
た
め
、
大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）
に
つ
い
て
は
「
古
」
と
し

た
。
「
河
内
本
集
成
」
の
異
同
は
、
同
書
に
よ
っ
て
確
実
に
表
記
が
確
定
す
る
も
の
以
外
は
〔　

〕
に
入
れ
て
示
し
、
「
〔
河
〕
」
は
河
内
本

諸
本
共
通
の
異
同
で
あ
る
こ
と
を
示
す
（
「
尾
」
と
「
〔
河
〕
」
に
表
記
上
の
小
異
〔
漢
字
仮
名
の
別
や
仮
名
表
記
（
ワ
行
音
・
ア
行
音
表
記

の
違
い
等
）
〕
が
存
す
る
場
合
に
は
、
「
尾
」
を
除
く
諸
本
を
一
々
掲
示
し
た
）
。
両
書
に
未
収
録
で
「
大
成
」
に
対
校
本
と
し
て
用
い
ら
れ

る
諸
本
中
、
横
山
本
・
肖
柏
本
・
桃
園
文
庫
本
に
つ
い
て
は
「
大
成
」
に
依
っ
た
。
物
語
の
順
序
に
し
た
が
っ
て
、
「
古
筆
学
大
成
」
図
版

174
を
①
、
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
切
を
②
、
架
蔵
切
を
③
、
相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
零
本

）
23
（

は
一
丁
オ
モ
テ
～
一
二
丁
ウ
ラ
の
各
一
面
を
一
葉

と
見
做
し
て
④
～
㉗
と
し
、
各
丸
付
き
数
字
の
下
に
算
用
数
字
で
行
を
示
し
た
。
異
同
は
原
則
と
し
て
「
別
本
集
成
」
の
用
い
る
文
節
を

単
位
と
し
た
が
、
異
同
の
様
態
が
理
解
し
易
い
よ
う
に
複
数
文
節
に
亘
る
も
の
を
一
つ
に
纏
め
た
場
合
が
あ
る
。
表
中
、
◎
は
底
本
に
対

し
て
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
に
共
通
の
異
同
を
有
す
る
も
の
を
示
し
、
〇
は
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
と
も
に
異
同
は

あ
る
が
、
そ
の
異
同
が
一
致
し
な
い
も
の
、
△
は
丁
子
吹
き
料
紙
本
に
異
同
は
あ
る
が
、
陽
明
文
庫
本
は
底
本
と
一
致
す
る
も
の
、
×
は

陽
明
文
庫
本
に
異
同
は
あ
る
が
、
丁
子
吹
き
料
紙
本
が
底
本
に
一
致
す
る
も
の
を
示
し
、
底
本
と
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
に
異

同
は
あ
る
が
、
音
便
・
ミ
セ
ケ
チ
・
補
入
・
傍
書
・
虫
損
な
ど
に
よ
っ
て
異
同
と
扱
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
記
号
頭
に
※
を
付
し
て

掲
出
し
た
〔
一
方
に
異
同
が
あ
り
、
他
方
に
※
に
相
当
す
る
異
同
が
あ
る
場
合
に
は
、
（
※
）
を
付
し
た
〕
。
な
お
、
大
島
本
に
ミ
セ
ケ
チ
・



『
源
氏
物
語
』
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
の
性
格

37

補
入
・
傍
書
等
が
存
す
る
場
合
、
訂
正
後
の
本
文
と
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
に
異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
異

同
と
し
て
は
掲
出
し
な
か
っ
た
。
◎
～
×
の
前
に
付
し
た
●
は
、
当
該
異
同
が
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
に
の
み
共
通
す
る
こ
と

を
示
し
、
▲
は
丁
子
吹
き
料
紙
本
の
異
同
が
孤
立
す
る
＝
独
自
異
文
に
な
る
も
の
、
▼
は
陽
明
文
庫
本
が
独
自
異
文
と
な
る
も
の
を
示
す

（
し
た
が
っ
て
、
▲
▼
は
両
者
に
各
々
独
自
異
文
が
存
す
る
こ
と
に
な
る
）
。

◇
宮
内
庁
保
管
古
筆
手
鑑
所
収
伝
阿
仏
尼
切
〔
一
七
四
二
7
～
12
／
別
本
集
成495051

～495093

〕

　

①
2
●
◎
よ
ろ
つ
に
そ
（
古
保
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
よ
ろ
つ
に
（
①
陽
）
・
万
に
そ
（
阿
）

　

①
2
～ 

3
◎
お
も
ひ
め
く
ら
さ
れ
（
古
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
思
め
く
ら
か
さ
れ
（
①
）
・
お
も
ひ
め
く
ら
か
さ
れ
（
陽
保
）
・
思
く
ら

さ
れ
（
阿
）
・
思
め
く
ら
さ
れ
（
国
高
穂
飯
池
日
）
・
思
ひ
め
く
ら
さ
れ
（
三
氏
光
）

　

①
4
× 

わ
た
ら
せ
給
ぬ
な
と
（
古
①
高
三
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
わ
た
り
た
ま
ひ
ぬ
な
と
（
保
）
・
わ
た
ら
せ

給
ぬ
に
（
陽
）
・
わ
た
ら
せ
給
ぬ
る
と
（
阿
）
・
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
け
る
と
（
御
）
・
わ
た
ら
せ
給
は＄

ぬ
な
と
（
国
）
・
わ
た
ら
せ

た
ま
ひ
ぬ
な
と
（
尾
氏
）

　

①
7
◎ 

成
に

△
＆
に

け
る
は
（
古
）
―
な
り
に
け
れ
は
（
①
陽
保
阿
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
・
な
り
に
け
る＄

れ

は
（
尾
）
・
成
に
け
る
は
（
国
光

〔
横
肖
桃
〕
）
・
な
り
に
け
る
は
（
高
三
穂
飯
池
日
氏
）

　

①
9
● 

◎
な
に
か
は
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
な
に
か
（
①
陽
）
・
な
に
は＋

か

＄ゝ

（
氏
）

◇
鶴
見
大
学
図
書
館
蔵
伝
藤
原
為
家
切
〔
大
成
一
七
四
四
3
～
8
／
別
本
集
成495261

～495302

〕

　

②
2
※ 

△
も
て
は
な
れ
ぬ
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
も
て＋

は

な
れ
ぬ
（
②
）
・
も
て
く

（
マ
マ
）な

れ
ぬ
（
飯
）
・
ナ
シ

（
池
→
「
も
て
は
な
れ
ぬ
事
に
し
あ
れ
は
い
は
ん
か
た
」
ナ
シ
）
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②
3
▲
△
わ
り
な
く
て
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
な
し
く
て
（
②
）

　

②
4
● 
◎
お
ほ
し
た
る
を
（
古
国
高
阿
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
し
た
る
に
（
②
陽
）
・
お
ほ
い
た
る
を
（
保
三
）
・

　

②
7
◎ 
さ
は
き
け
り
（
古
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
さ
は
き
に
け
り
（
②
陽
）
・
さ
は
き＋

に

け
り
（
尾
）
・

さ
わ
き
に
け
り
（
保
）
・
さ
は
き
け
る＄

り

（
肖
）

　

②
8
（ 

●
）
◎
ひ
と
へ
の
御
そ
な
と
も
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
御
そ
な
と
も
（
②
陽
）
・
御
そ
な
と

も
＋
一
ゑ

（
保
）

　

②
9
● 

◎
心
よ
り
ほ
か
に
そ
（
古
保
阿
三
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
思
の
ほ
か
に
そ
（
②
）
・
お
も
ひ
の
ほ
か
に
そ
（
陽
）
・
心

よ
り
外
に
（
国
）
・
こ
ゝ
ろ
よ
り
ほ
か
に
（
高
）
・
こ
ゝ
ろ
よ
り
ほ
か
に
そ
（
氏
）
・
心
よ
り
ほ
か
に
て
（
穂
）

◇
架
蔵
伝
源
三
位
頼
政
切
〔
大
成
一
七
四
五
13
～
一
七
四
六
4
／
別
本
集
成495464

～495506

〕

　

③
4
×
人
に
は
（
古
③
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
人
に
（
陽
保
）
→
大
成
・
保
に
異
同
記
載
ナ
シ

　

③
5
● 

◎
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
に
は
（
古
国
高
阿
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ナ
シ
（
保
）
・
お
ほ
さ
る
ゝ
ま
ゝ
に
（
③
陽
）
→

大
成
・
陽
に
異
同
記
載
ナ
シ

　

③
5
～ 

6
●
◎
は
ら
か
ら
な
と
に
は
あ
ら
ぬ
（
古
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
）
―
は
ら
か
ら
な
と
に
て
は
あ
ら
ぬ
（
③
陽
）
・

は
ら
か
ら
な
と
な
ら
ぬ
（
保
）・
は
ら
か
ら
な
と
に
も
あ
ら
ぬ
（
阿
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）・
は
ら
か
ら
な
と
に
は＄

も

あ
ら
ぬ
（
尾
）

　

③
8
● 

◎
け
は
ひ
を
も
（
古
保
国
阿
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
け
は
い
な
と
も
（
③
陽
）
・
気
は
ひ
を
も
（
高
三
）
・
け
は
ひ

お
も
（
穂
）

　

③
8
●
◎
い
か
て
か
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
い
か
ゝ
は
（
③
陽
）

　

③
9
◎ 

お
ほ
し
ぬ
へ
き
（
古
）
―
お
ほ
え
ぬ
へ
き
（
③
陽
保
国
高
阿
尾
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
〕
）
・
思
ひ
よ
り
ぬ
へ
き
（
三
）
・
お
も
ひ
よ
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り
ぬ

（

マ

マ

）き
（
桃
）
・
お
も
ひ
ぬ
へ
き
（
肖
）

　

③
10
× 
こ
と
な
る
を
と
（
古
③
保
国
高
阿
日
氏
尾
〔
肖
桃
〕
〔
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
と〈

マ

マ

〉

な
る
を
こ
（
陽
）
・
こ
と
な
る
を
（
岩
穂
）
・
事
な

る
を
（
飯
池
〔
横
〕
）
・
こ
と
な
る
お
と＄

（
光
）
・
こ
と
な
と
を
と
（
御
）
・
事
な
る
を
と
（
三
）

◇
相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
宿
木
」
零
本
〔
大
成
一
七
六
四
3
～
一
七
七
二
7
／
別
本
集
成497682

～498658

〕

〈
一
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
四
3
～
9
／
別
本
集
成497682

～497720

〕

　

④
1
※ 

×
ふ
み
わ
け
ゝ
る
（
古
保
国
高
三
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
ふ
み
わ
け（

虫

損

）

△
る
（
陽
）
・
ふ
み
わ
け
た
る
（
阿
飯
）
・

わ
け
ゝ
る
（
岩
）
・
ふ
み
わ
け
け
る
（
④
尾
穂
池
日
）

　

④
1
～ 

2
●
◎
見
わ
た
し
て
（
古
国
阿
穂
飯
池
日
〔
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
み
い
た
し
て
（
④
陽
）
・
・
み
わ＋

た

し
て
（
横
）
・

み
わ
た
し
て
（
保
高
三
尾
氏
光
）

　

④
2
～ 

3
※
×
け
し
き
あ
る
（
古
④
保
高
飯
池
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
け
△
き
あ
る
（
陽
）
・
気
し
き
あ
り
（
阿
）
・
気
し
き
あ
る

（
国
三
日
）
・
氣
色
あ
る
（
穂
）

　

④
4
～
5
●
◎
す
こ
し
ひ
き
と
ら
せ
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ひ
き
と
ら
せ
（
④
陽
）

　

④
5
◎
お
ほ
し
く
て
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
し
て
（
④
陽
保
〔
桃
〕
）
→
大
成
・
陽
に
異
同
記
載
ナ
シ

　

④
9
▲ 

△
ひ
と
り
こ
ち
給
を
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
池
日
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
ひ
と
り
給
を
（
④
）
・
ひ
と
り

給
＋
こ
ち

を

（
鳳
）
・
ひ
と
り
こ
ち
給
て＄

を
（
氏
）
・
ひ
と
り
こ
ち
た
ま
ふ
を
（
飯
光
）

〈
一
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
四
9
～
14
／
別
本
集
成497722

～497757
〕

　

⑤
3
◎
い
さ
ゝ
か
の
（
古
国
高
阿
三
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
い
さ
ゝ
か
（
⑤
陽
保
穂
）

　

⑤
4
● 

◎
た
て
ま
つ
れ
た
ま
へ
れ
は
（
古
穂
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
た
て
ま
つ
れ
は
（
⑤
陽
）
・
た
て
ま
つ
れ
た
ま
へ
り
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け
れ
は
（
保
）
・
た
て
ま
つ
ら

れ
せ
＆
れ

給
け
れ
は
（
三
）
・
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
れ
は
（
伏
）
・
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
れ
は
（
池
）
・

た
て
ま
つ
れ
給
へ
れ
は
（
国
高
尾
日
）
・
奉
れ
給
へ
れ
は
（
阿
飯
）
・
た
て
ま
す＄

つ

れ
給
れ
は
（
氏
）

　

⑤
7
～ 
8
●
◎
む
つ
か
し
き
こ
と
も
こ
そ
と
（
古
国
高
穂
飯
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
む
つ
か
し
き
こ
と
も
そ
と
（
陽
）
・
む
つ
か

し
き
事
も
そ
と
（
⑤
）
・
む
つ
か
し
き
す
ゝ
ろ
な
る
こ
と
も
こ
そ
と
（
保
）
・
む
つ
か
し
事
も
こ
そ
と
（
阿
）
・
む
つ
か
し
き
事
も

こ
そ
と
（
三
池
）

　

⑤
8
※ 

◎
く
る
し
く
お
ほ
せ
と
（
古
国
高
阿
三
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
く
る
し
う
お
ほ
せ
と
（
⑤
陽
穂
）
・
お
ほ
す
に
く
る

し
け
れ
と
（
保
）
・

　

⑤
8
～ 

9
●
◎
と
り
か
く
さ
ん
や
は
（
古
阿
飯
池
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
）
―
と
り
か
く
す
へ
き
こ
と
か
は
（
⑤
）
・
ゝ

（
と
）

り

か
く
す
へ
き
事
か
は
（
陽
）
・
と
り
か
く
さ
む
や
は
（
高
三
日
）
・
ゝ

（
と
）

り
か
く
さ
む
や
は
（
保
国
尾
穂
）
・

か
＋
と
り

く
さ
ん
や
は
（
大
）

〈
二
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
四
14
～
一
七
六
五
5
／
別
本
集
成497757

～497800

〕

　

⑥
1
× 

な
に
事
か
（
古
⑥
阿
三
穂
飯
池
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
な
に
こ（

虫

損

）

△
か
は
（
陽
）
・
な
に
と
か
（
氏
）
・
な
に＋

こ

と
か

（
尾
〈
朱
〉
）
・
な
に
こ
と
か
（
保
国
高
日
）
・
何
事
か
（
光
）
→
大
成
・
陽
「
な
に
こ
と
か
は
」

　

⑥
1
※ 

◎
お
は
し
ま
す
ら
む
（
古
三
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
お
は
し
ま
す
ら
ん
（
⑥
陽
保
尾
穂
氏
）
・
を
は
し

ま
す
ら
ん
（
国
高
）

　

⑥
2
※ 

×
山
さ
と
に
（
古
⑥
保
高
阿
三
穂
飯
池
氏
光
〔
河
〕
）
―
山（

虫
損
）

△
と
に
（
陽
）
・
山
里
に
（
国
）
・
や
ま
さ
と
に
（
日
）
→
大
成
・
陽

に
異
同
記
載
ナ
シ

　

⑥
3
▲ 

△
御
も
の
か
た
り
も
（
古
保
高
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
御
物
か
た
り
と
も
（
⑥
）・
も
の
か
た
り
も
（
穂
）・
御
物
語
も
（
阿

飯
光
）
・
御
物
か
た
り
も
（
陽
国
阿
三
氏
）
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⑥
4
※ 

◎
か
し
こ
の
し
ん
殿
（
古
国
阿
穂
飯
池
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
か
の
み
や
の
し
ん
て
ん
（
保
）
・
か
の
宮
の
し

ん
て
ん
（
三
）
・
か
し
こ
の
新
殿
（
高
）
・
か
し
こ
の
し
む
て
ん
（
⑥
陽
氏
）
・
か
し
こ
の
し
ん
て
ん
（
尾
）
・
か
し
こ
の
し
む
殿

（
日
）

　

⑥
6
▼ 

×
ほ
か
に
う
つ
す
こ
と
も
（
古
⑥
保
国
高
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ほ
か
に
う
つ
す
と
も
（
陽
）
・
ほ
か
さ
ま
に
も
う
つ
す

事
は
（
阿
）
・
ほ
か
に
も
う
つ
す
こ
と
も
（
氏
）
・
ほ
か
に
う
つ
す
事
（
伏
）
・
ほ
か
に
も＄

う
つ
す
事
も
（
三
）
・
ほ
か
に
う
つ
す

へ＄

き＄

こ
と
も
（
光
）
・
ほ
か
に
う
つ
す
事
も
（
穂
）

　

⑥
7
▲ 

△
も
の
し
は
へ
ら
め
（
古
陽
国
高
阿
三
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
も
の
し
給
侍
ら
め
（
⑥
）
・
し
は
へ
ら
め
（
保
）
・
の＋

も

し
侍
ら

め
（
光
）
・
も
の
し
侍
ら
め
（
陽
尾
日
）
・
ゝ

（
も
）

の
し
は
へ
ら
め
（
氏
）
・
物
し
は
へ
ら
め
（
穂
）
・
物
し
侍
ら
め
（
飯
）

　

⑥
8
▲ 

△
お
ほ
せ
事
は
つ
か
は
せ
な
と
そ
（
古
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
お
ほ
せ
事
は
つ
か
は
せ
な
ん
と
そ

（
⑥
）
・
お
ほ
せ
こ
と
は
お
ほ
せ
つ
か
は
せ
な
と
そ
（
国
）
・
お
ほ
せ
事
は
お
ほ
せ
つ
か
は
せ
な
と
そ
（
高
）
・
事
は
お
ほ
せ
つ
か

は
さ
せ
と
そ
（
阿
）
・
お
ほ
せ
こ
と
は
つ
か
は
せ
な
と
（
陽
保
三
尾
）
・
お
ほ
せ
こ
と
は
つ
か
は
せ
な
と
そ
（
光
）

　

⑥
10
※ 

△
き
ゝ
つ
ら
む
と
（
古
陽
三
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
き
ゝ
つ
覧
と
（
⑥
）
・
き
ゝ
た
ら
ん
と
（
保
）
・
き
ゝ
つ
ら
ん

と
（
国
高
尾
穂
飯
池
日
氏
光
）
・
聞
つ
ら
ん
と
（
阿
）
・
き
ゝ
つ
ら
ん＋

と

（
鳳
）
→
鳳
「
＋
と
の
給
も
す
こ
し
は
け
に
さ
や
あ
り
つ

ら
ん
」

　

⑥
10
▼ 

×
の
給
も
（
古
⑥
国
高
阿
穂
飯
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
の
給
に
も
（
陽
）・
の
た
ま
ふ
か
ら
う
し
て
（
保
）・

の
た
ま
ふ
も
（
三
光
日
）
・
ナ＋

の
給
もシ

（
鳳
）

〈
二
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
五
5
～
9
／
別
本
集
成497801

～497845

〕

　

⑥
10
～ 

⑦
1
●
◎
け
に
さ
や
（
古
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
大
伏
岩
〕
）
―
け
に
さ
も
や
（
⑦
陽
）
・
け
に
さ
も



42

（
七
）
・
け
に
や
（
飯
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
ナ＋

け
に
さ
やシ

（
鳳
）

　

⑦
2
※ 
△
あ
な
か
ち
に
（
古
陽
保
国
高
三
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
あ
な
か

か
△
＄
ち

に
（
⑦
）
・
あ
△＆

△な

か
ち
に
（
穂
）
・
こ
よ
な

く
あ
な
か
ち
に
（
阿
）

　

⑦
3
（ 

▼
）
×
う
ち
ゑ
ん
し
て
（
古
国
高
三
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ゑ
ん
し
て
（
陽
）
・
ゑ
し
て
（
保
）
・
う
ち
え
ん
し
て
（
⑦

阿
穂
飯
光
）
→
※
大
成
・
保
「
ゑ
ん
し
て
」

　

⑦
5
▼ 

×
か
へ
り
こ
と
か
き
給
へ
（
古
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
御＝

こ

返
事
か
き
給
へ
（
陽
）
・
か
へ
り
事
は
き
こ
え
給
へ

（
穂
）
・
か
へ
り
こ
と
か
い
た
ま
へ
か
し
（
保
）
・
返
事
書
給
へ
（
⑦
）
・
返
事
か
い
給
へ
（
三
）
・
返
事
か
き
給
へ
（
高
阿
）
・
返

こ
と
か
き
た
ま
へ
（
光
）
・
返
こ
と
か
き
給
へ
（
国
）
・
か
へ
り
事
か
き
給
へ
（
尾
飯
池
日
）

　

⑦
6
●
◎
ほ
か
さ
ま
に
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ほ
か
さ
ま
へ
（
⑦
陽
）
・
ナ
シ
（
保
）

　

⑦
6
● 

◎
む
き
給
へ
り
（
古
国
高
阿
飯
池
日
〔
横
肖
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
み
む
き
給
へ
り
（
⑦
陽
）
・
そ
む
き
た
ま
へ
は

（
保
）
・
そ
む
き
た
ま
へ
り
（
桃
）
・
そ
む
き
給
へ
り
（
三
）
・
む
き
た
ま
へ
り
（
尾
穂
氏
光
）

　

⑦
6
～ 

7
※
×
か
ゝ
さ
ら
む
も
（
古
⑦
高
三
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
か
く
さ
ん
も
（
阿
）
・
か
ゝ
さ
ら
ん
も
（
陽
尾
穂

飯
池
氏
光
）

　

⑦
9
◎ 

さ
や
に
て
こ
そ
（
古
氏
〔
横
桃
〕
尾
〔
御
平
〕
）
―
さ
や
う
に
て
こ
そ
（
⑦
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
〔
肖
〕
〔
七
大
伏
岩
〕
）
・

さ
様
に
て
こ
そ
（
光
）
・
さ
や＝

う

に
て
こ
そ
（
鳳
）

　

⑦
10
※ 

×
も
と
め
ん
（
古
⑦
保
国
阿
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
も
と
め
む
（
陽
高
光
）
・
ナ
シ
（
岩
）
→

岩
「
も
と
め
ん
よ
り
は
あ
ら
し
は
つ
ま
し
く
思
ひ
侍
を
い
か
」
ナ
シ

〈
三
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
五
9
～
14
／
別
本
集
成497845

～497885

〕
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⑧
2
● 

◎
思
ひ
侍
を
（
古
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
思
給
を
（
日
）
・
思
侍
し
を
（
⑧
）
・
お
も
ひ
は
へ
り
し
を
（
陽
）
・
思

侍
＝
給
イ

る
を
（
飯
）・
侍
る
を
（
阿
）・
お
も
ひ
は
へ
る
を
（
保
尾
）・
思
侍
を
（
国
高
池
）・
思
は
へ
る
を
（
穂
）・
思
ひ
侍
る
を
（
三

光
）
・
思
ひ
は
へ
る
を
（
氏
）
・
ナ
シ
（
岩
）

　

⑧
4
◎ 

お
ろ
か
な
ら
す
な
ん
と
（
古
保
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
ろ
か
な
ら
す
な
と
（
⑧
陽
阿
）
・
を
ろ
か
な
ら
す
な
と
（
穂
光
）
・
を

ろ
か
な
ら
す
な
ん
と
（
国
飯
池
日
氏
）
・
お
ろ
か
な
ら
す
な
む
と
（
高
）
・
を
ろ
か
な
ら
す
な
む
と
（
三
）

　

⑧
6
※ 

×
我
御
心
な
ら
ひ
に
（
古
国
高
阿
三
穂
池
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
我
心
な
ら
ひ
（
〔
大
〕
）
・
我
を
ん
心

な
ら
ひ
に
（
陽
）
・
我
か
御
心
な
ら
ひ
に
（
⑧
）
・
わ
か
御
心
な
ら
ひ
に
（
保
三
飯
日
）

　

⑧
8
◎ 

こ
と
に
て
（
古
池
氏
〔
横
肖
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
う＄

こ

と
き＄

に

（
⑧
）
・
こ
と
に
（
陽
保
高
国
三
桃
七
穂
飯
日
光
）

　

⑧
8
● 

◎
て
を
さ
し
い
て
（
古
保
国
高
）
―
さ
し
い
て
ゝ
（
⑧
陽
）
・
手
を
さ
し
出
し
て
（
阿
）
・
て
を
さ
し
い
て
ゝ
（
穂
氏
日
〔
横
肖

桃
〕
〔
河
〕
）
・
を＋

て

さ
し
い
て
ゝ
（
池
）
・
て
を
さ
し
い
て＋

て

（
光
）
・
て
を
さ
し
出
て
（
飯
）
・
手
を
さ
し
出
て
（
三
）

　

⑧
8
◎
ま
ね
く
か
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ま
ね
く
（
⑧
陽
氏
）

　

⑧
10
●
◎
玉
の
を
（
古
国
阿
三
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
た
ま
を
（
⑧
陽
）
―
た
ま
の
を
（
保
高
尾
穂
飯
池
日
氏
光
）

〈
三
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
五
14
～
一
七
六
六
5
／
別
本
集
成497885

～497924

〕

　

⑨
2
～ 

3
◎
あ
は
れ
な
る
比
な
り
か
し
（
古
国
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
あ
は
れ
な
り
か
し
（
⑨
陽
桃
穂
飯
池
日
〔
伏
〕
）
・
あ
は
れ
な
り＋

か

し
（
肖
）
・
あ
は
れ
な
る
こ
こ
ろ
な
り
か
し
（
横
）
・
あ
は
れ
な＄

る＄

こ＄

ろ＄

な
り
か
し
（
光
）
・
あ
は
れ
な
る
比
な
る
へ
し
（
阿
）
・

あ
は
れ
な
る
こ
ろ
な
り
か
し
（
保
高
尾
氏
）

　

⑨
4
▲ 

△
も
の
思
ふ
ら
し
（
古
飯
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
物
を
お
も
ふ
と
（
⑨
）
・
も
の
お
も
ふ
ら
し
（
陽
保
尾
氏
光
）
・
物
お
も
ふ

ら
し
（
国
高
三
穂
）
・
物
思
ふ
ら
し
（
阿
）
・
も
の
思
ら
し
（
池
日
）
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⑨
6
◎ 

御
そ
と
も
に
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
御
そ
と
も
（
⑨
陽
保
）
・
ナ＋

御
そ
と
も
にシ

（
尾
）
→

尾
「
＋
ほ
と
の
御
そ
と
も
に
な
お
し
は
」

　

⑨
6
～ 
7
▼
×
な
お
し
は
か
り
（
古
⑨
保
阿
三
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
な
を
し
は
か
り
な
と
（
陽
）
・
な
を
し
は
か

り
を
（
国
高
）
・
か＋

な
を
し
はり

（
尾
）
な
を
し
は
か
り
（
穂
飯
氏
光
）

　

⑨
7
● 

◎
ひ

＄
　

は
〈
削
朱
〉

わ
を
（
古
）
―
ひ
わ
（
⑨
）
・
ひ
は
（
陽
）
・
比
巴
を
（
飯
）
・
ひ
わ
を
（
保
高
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
・

ひ
は
を
（
国
阿
）

　

⑨
7
△ 

ひ
き
ゐ
給
へ
り
（
古
阿
三
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ひ
き
給
へ
り
（
⑨
国
高
）
・
ひ
き＋

ゐ

給
へ
り
（
穂
）
・
ひ
き
ゐ
た
ま
へ
り

（
陽
氏
光
）

　

⑨
10
※ 

×
も
の
え
ん
し
も
（
古
高
池
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
え
ゑ
し
も
（
保
）
・
も
の
ゑ
し
も
（
陽
氏
）
・
物
え
ん
し

も
（
⑨
阿
）
・
物
ゑ
ん
し
も
（
国
三
飯
）
・
も
の
ゑ
ん
し
も
（
尾
穂
日
）
・
ナ
シ
（
絵
）

　

⑨
10
※ 

△
え
し
は
て
た
ま
は
す
（
古
池
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
岩
〕
）
―
え

し
＋
は
て

給
は
す
（
⑨
）
・
は
て
す
（
保
）
・
ゑ
し
は
て
す

（
絵
）・
え
し
給
は
す
（
阿
）・
し
は
て
給
は
す
（
国
高
七
）・
え
し
い
て
給
は
す
（
穂
伏
）・
え
し
は
て
給
は
す
（
陽
三
飯
日
氏
光
）

〈
四
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
六
5
～
10
／
別
本
集
成497924
～497961

〕

　

⑩
1
※ 

○
み
き
丁
の
（
古
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
絵
）
―
御＄

木
丁
の
（
光
）
・
み
丁
の
（
大
）
・
御
几
帳
の
（
⑩
飯
）
・

御
木
丁
の
（
陽
国
高
阿
）
・
み
木
丁
の
（
保
三
）
・
御
き
丁
の
（
日
）
・
御
き
ち
や
う
の
（
穂
）

　

⑩
5
×
し
れ
（
古
⑩
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
み
れ
（
陽
保
絵
）

　

⑩
7
※
△
は
つ
か
し
け
れ
は
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
は
つ
か
し
き＄

け

れ
は
（
⑩
）

　

⑩
8
◎ 

御
心
の
う
ち
も
（
古
）
―
人
の
う
ち
も
（
飯
）
・
心
の
う
ち
も
（
⑩
陽
国
高
阿
池
氏
光
〔
横
肖
〕
）
・
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
も
（
絵
日
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〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
・
心
中
も
（
保
）
・
こ＄

＄ゝ

ろ＄

こ
ゝ
ろ
の
う
ち
も
（
尾
）
・
こ
ゝ
ろ
の
う
ち
の
（
保
桃
）
・
心
の
う
ち
の
（
三
）

　

⑩
9
● 
◎
を
し
は
か
ら
る
れ
と
（
古
国
高
三
穂
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
を
し
は
か
ら
る
（
⑩
陽
）
・
を
し
は
か
ら

る
れ
は
（
飯
）
・
お
し
は
か
ら
る

＄ゝ

れ
は
（
阿
）
・
を
ほ
し
や
ら
る
れ
と
（
絵
）
・
を
し
は
か
る
れ
と
（
伏
）
・
お
し
は
か
ら
る
れ

と
（
保
日
光
）

　

⑩
9
▲ 

▼
○
か
ゝ
る
に
こ
そ
（
古
阿
三
絵
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
ゝ
る
そ
は
（
⑩
）・
か
ゝ
れ
は
こ
そ
は
（
陽
）・
か
ゝ

る
に
つ
け
て
こ
そ
は
（
保
）
・
か
ゝ
れ
は
こ
そ
（
国
高
）

　

⑩
10
◎ 

う
た
か
は
し
き
か
（
古
三
〔
桃
〕
）
―
う
た
か
は
し
き
か
た
（
⑩
陽
保
国
高
阿
飯
池
日
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
・
う
た
か
は
し
き
方

（
穂
）
・
う
た
か
は
し
き
か
た
〳
〵
（
絵
）
・
う
た
て
か
は
し
き
か
た
（
氏
）

〈
四
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
六
10
～
14
／
別
本
集
成497962

～498000

〕

　

⑪
2
◎
よ
く
（
古
飯
）
―
よ
く
も
（
⑪
陽
保
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
・
よ
へ
も
（
光
）

　

⑪
4
●
◎
な
か
〳
〵
（
古
保
飯
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ま
た
い
と
（
⑪
陽
）
・
中
々
（
国
高
阿
三
）
・
中
〳
〵
（
穂
日
光
）

　

⑪
4
～ 

5
※
×
ひ
と
も
と
に
か
（
古
⑪
高
池
日
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
人
も
と
に
か
（
陽
）
・
ひ
と
に
か
（
保
）
・
一
も

と
に
か
（
国
阿
三
飯
）
・
一
本
に
か
（
穂
）
・
本＋
一

に
か
（
光
）
・
ひ
と
け
に
か
（
氏
）
・
ひ
も
と
に
か
（
岩
）

　

⑪
5
※
◎
あ
ら
む
は

〈
削
〉

（
古
）
―
あ
ら
ん
（
⑪
陽
保
国
阿
穂
飯
池
日
氏
）
・
あ
ら
む
（
高
三
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）

　

⑪
6
●
◎
と
り
わ
き
て
（
古
保
国
阿
三
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
と
り
わ
き
（
⑪
陽
）
・
ナ＋

と
り
わ
き
てシ

（
高
）

　

⑪
7
※
◎
す
し
（
古
保
阿
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
す
ん
し
（
⑪
陽
高
穂
氏
）
・
す
む
し
（
国
三
七
）

　

⑪
8
◎ 

花
（
古
阿
三
〔
肖
桃
〕
）
―
こ
の
は
な
（
⑪
保
池
日
〔
横
〕
尾
〔
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
・
こ
の
花
（
陽
国
高
穂
光
）
・
此
花
（
飯
）
・

は
＋
こ
の

な
（
御
）
・
こ
の
（
氏
）
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⑪
10
▲ 

▼
○
手
を
し
へ
け
る
は
（
古
三
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
て
を
し
へ
た
る
は
（
陽
）
・
て
を
し
ら
へ
た
る
は
（
⑪
）
・

て
を
し
ら＄

へ
け
る
は
（
尾
）
・
て
を
し
ら
へ
け
る
は
（
国
高
）
・
手
を
し
へ
け
る
に
（
〔
七
〕
）
・
し
ら
へ
を
し
へ
け
る
は
（
阿
）
・

て
お
し
へ
け
る
は
（
光
）
・
て
を
し
へ
け
る
は
（
保
穂
飯
池
日
氏
）

〈
五
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
六
14
～
一
七
六
七
4
／
別
本
集
成498000

～498038

〕

　

⑫
2
●
◎
さ
し
を
き
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
を
し
や
り
（
⑫
陽
）
・
さ
し
お
き
（
保
）

　

⑫
4
▲ 

△
つ
た
へ
た
ら
む
（
古
高
三
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
つ
た
へ
か
た
ら
ん
（
⑫
）
・
へ
た
て
な
ら
ん
（
鳳
〔
な
→
た

カ
〕
）
・
つ
た
へ
た
ら
ん
（
陽
保
国
阿
尾
穂
飯
氏
）
・
つ
た
え
た
ら
ん
（
光
）

　

⑫
5
▲
△
お
ほ
つ
か
な
き
（
古
陽
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
つ
な
き
（
⑫
）
・
ま
た
お
ほ
つ
か
な
き
（
保
）

　

⑫
7
～ 

8
●
◎
さ
し
い
ら
へ
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
光
〔
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
さ
し
ら
へ
（
⑫
陽
→
⑫
「
さ
し
」
〔
行
末
〕
下
欄
外
墨

汚
れ
あ
り
）
・
さ
し
い

て
＄
ら
へ

（
横
）
・
ナ＋

さ
し
い
ら
へシ

（
氏
）
→
※
氏
「
＋
ひ
と
り
こ
と
は
さ
う
〳
〵
し
き
に
さ
し
い
ら
へ
し
給
へ
か
し
」

　

⑫
8
～ 

9
◎
さ
う
の
御
こ
と
（
古
保
国
高
三
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
さ
う
の
こ
と
（
⑫
陽
穂
岩
）
・
さ
う
の

こ＋
御

と
（
光
）
・
さ
う
の
御
琴
（
阿
）

　

⑫
9
◎ 

と
り
よ
せ
さ
せ
て
（
古
三
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ゝ

（
と
）

り
よ
せ
て
（
⑫
陽
国
高
阿
穂
氏
）
・
と
り
よ
せ
て
（
飯
）
・
ナ
シ

（
保
）

〈
五
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
七
4
～
9
／
別
本
集
成498038

～498080
〕

　

⑬
2
● 

◎
な
り
に
し
も
の
を
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
て
（
古
高
池
日
氏
〔
肖
〕
〔
河
〕
）
―
な
り
に
し
物
を
と
て
（
⑫
陽
）
・
な
り
に
し
も
の
を

と
て
い
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
（
保
）
・
な
り
に
し
物
を
と
て
つ
ゝ
ま
し
け
に
（
三
）
・
な
り
に
し
も
の
を
と
て
つ
ゝ
ま
し
け
に
て

（
桃
）
・
な
り
に
し
も
の
を
と＋

て

つ
ゝ
ま
し
け
に
て
（
横
）
・
な
り
に
し
物
を
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
て
（
国
阿
穂
飯
）
・
成
に
し
も
の
を
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と
つ
ゝ
ま
し
け
に
て
（
光
）

　

⑬
4
～ 
5
◎
わ
た
り
（
古
）
―
わ
た
り
は
（
⑬
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
・
あ
た
り
は
（
三
〔
桃
〕
）
・
は＄

わ

た
り
は

（
氏
）

　

⑬
6
▼
×
か
た
な
り
な
る
（
古
⑬
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
た
ほ
な
る
（
陽
）

　

⑬
6
▲ 

△
う
ゐ
こ
と
を
も
（
古
陽
保
国
高
阿
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
こ
と
を
も
（
⑬
）
・
う
ゐ
こ
と
を
（
穂
）
・

う
ゐ
事
を＋

も

（
氏
）
・
う
ひ
こ
と
を
も
（
三
）
・
う
ゐ
事
を
も
（
尾
）

　

⑬
7
～ 

8
●
◎
心
う
つ
く
し
き
な
ん
（
古
陽
国
高
阿
穂
飯
池
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
心
う
つ
き
し
き
か
（
⑬
陽
）
・
心
う

つ
し
き
（
岩
）
・
こ
ゝ
ろ
う
つ
く
し
き
な
ら
ん
（
氏
）
・
こ
ゝ
ろ
う
つ
く
し
き
な
む
（
三
）
・
心
う
つ
く
し
き
な
む
（
日
）
・
こ
ゝ

ろ
う
つ
く
し
き
な
ん
（
保
尾
）

　

⑬
8
～ 

9
▲
▼
○
其
中
納
言
も
（
古
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
こ
の
中
納
言
も
（
⑬
）
・
こ

〈
マ
マ
〉

か
の
中
納
言
も
（
陽
）
・
か
の
中

納
言
も
（
保
）
・
中
納
言
も
（
穂
岩
）
・
そ
の
中
納
言
も
（
国
高
阿
三
尾
飯
日
）
・
ゝ

（
そ
）

の
中
納
言
も
（
池
氏
光
）

　

⑬
9
◎
さ
た
む
め
り
し
か
（
古
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
さ
た
む
め
れ
（
⑬
陽
保
）・
さ
た
む
な
ん
め
り
し
か
（
阿
）

　

⑬
9
● 

◎
は
た
か
く
も
（
古
国
高
阿
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
は
た
（
⑬
陽
）
・
よ
に
か
う
も
（
保
）
・
は
た

か
た
く
も
（
御
）
・
は
た
か
く
（
穂
）
・
は
た
か
う
も
（
三
）

　

⑬
9
～ 

10
▲
△
つ
ゝ
み
給
は
し
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
つ
ゝ
み
給
て
（
⑬
）
・
つ
ゝ
み
た
ま
ふ＄

は

し
（
陽
）
・

つ
ゝ
み
た
ま
は
し
（
保
光
）
→
別
本
集
成
・
陽
に
ミ
セ
ケ
チ
訂
正
記
載
ナ
シ

　

⑬
10
● 

◎
御
中
な
め
れ
は
な
と
（
古
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
中
な
め
れ
は
な
と
（
⑬
陽
）
・
御
な
か

な
め
れ
は
（
保
）
・
御
中
な
め
れ
は
と
（
阿
）
・
御
中
な
ん
め
れ
は
な
と
（
光
）
・
御
な
か
な
め
れ
は
な
と
（
尾
）
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〈
六
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
七
9
～
14
／
別
本
集
成498080

～498116

〕
（
丁
子
吹
き
料
紙
）

　

⑭
2
▲ 
△
し
ら
へ
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
し
ら
せ
（
⑭
）
・
し
て
（
七
）
・
し
ら
め

（
池
）

　

⑭
3
◎ 

は
ん
し
き
て
う
に
あ
は
せ
給
（
古
国
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
）
―
は
ん
し
き
て
う
に
て
（
⑭
〔
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
・
は
む
し
き

て
う
に
て
（
陽
）
・
は
ん
し
き
て
う
に
（
〔
御
七
〕
）
・
盤
渉
調
に
（
阿
）
・
は
ん
し
き
て
う
に
あ＄

は＄

せ＄

給＄

（
尾
）
・
は
む
し
き
て
う

に
あ
は
せ
給
（
高
）
・
は
ん
し
き
て
う
に
あ
は
せ
た
ま
ふ
（
光
）

　

⑭
3
● 

◎
か
き
あ
は
せ
な
と
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
き
あ
は
せ
（
⑭
陽
）
・
か
き
あ
は
せ
な
と
い
と

（
保
）
→
大
成
・
阿
「
か
き
あ
は
せ
」
、
陽
に
異
同
記
載
ナ
シ

　

⑭
4
◎ 

け＝
を

お
か
し
けイ

に
（
古
）
―
を
か
し
く
（
⑭
陽
〔
桃
〕
）
・
お
か
し
う
（
保
）
・
を
か
し
う
（
三
）
・
お
か
し
け
に
（
国
高
阿
飯
池
日

光
〔
横
肖
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
・
を
か
し
け
に
（
尾
穂
氏
）

　

⑭
4
※ 

△
い
せ
の
う
み
（
古
陽
保
高
阿
三
穂
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
伊
勢
の＋
海

（
⑭
）
・
伊
勢
の
う
み
（
国
日
）
・
伊

（
朱
合
点
）

せ
の
う
み

（
光
）
・
伊
勢
の
海
（
飯
）

　

⑭
5
～ 

6
◎
女
は
う
も
（
古
）
―
女
は
ら
（
⑭
穂
日
）
・
を
ん
な
は
ら
（
陽
）
・
お
ん
な
は
ら
（
〔
御
七
伏
〕
）
・
女
は
ら
（
飯
池
〔
肖
〕
）
・

女
は
ら
の
（
桃
）
・
女
は
ら
も＄

（
光
）
・
女
は
ら
も
（
国
高
横
）
・
お
ん
な
は
ら
も
（
尾
〔
平
鳳
大
岩
〕
）
・
を
む
な
は
ら
も
（
氏
）
・

女
房
と
も
ゝ
（
阿
）
・
女
は
う
（
三
）

　

⑭
6
～ 

7
（
●
）
◎
ゑ
み
ひ
ろ
こ
り
て
（
古
国
高
阿
三
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ゑ
み
ひ
ろ
け
て
（
⑭
陽
保
）
・
ゑ
み
ひ
ろ
こ
り
（
穂

飯
池
日
）
→
別
本
集
成
・
保
「
ゑ
み
ひ
ろ
け
て
き
ゝ
」
と
あ
る
が
、
「
き
ゝ
」
は
次
文
節
「
ゐ
た
り
」
の
異
同
と
扱
う

　

⑭
7
◎ 

ふ
た
心
（
古
保
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
ふ
た
所
（
⑭
）
・
ふ
た
と
こ
ろ
（
陽
保
岩
）
・
二
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心
（
飯
）

　

⑭
9
●
◎
な
を
わ
か
（
古
三
穂
飯
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
我
（
⑭
陽
）
・
猶
わ
か
（
保
阿
池
）
・
な
を
我
（
国
高
光
）

　

⑭
10
◎
御
あ
り
さ
ま
に
（
古
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
御
あ
た
り
に
（
⑭
陽
保
）
・
御
有
さ
ま
に
（
阿
光
）

〈
六
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
七
14
～
一
七
六
八
5
／
別
本
集
成498116

～498158

〕
（
丁
子
吹
き
料
紙
）

　

⑮
2
△ 

所
の
（
古
国
高
阿
氏
〔
横
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
― 

年
こ
ろ
の
（
⑮
）
・
と
し
こ
ろ
の
（
保
三
穂
飯
池
日
〔
肖
桃
〕
）
・

所
＄
と
し
こ
ろ

の
（
光
）
・
と
こ
ろ
の
（
陽
尾
）

　

⑮
3
◎
お
ほ
し
て
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
し
（
⑮
陽
保
）

　

⑮
5
▼ 

×
御
こ
と
ゝ
も
（
古
国
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
御
こ
と
も
（
陽
）
・
御
こ
と
（
保
）
・
御
事
と
も
（
⑮
）
・
御
こ

と
と
も
（
高
飯
）

　

⑮
6
（
●
）
◎
三
四
日
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
二
三
日
（
⑮
陽
）
・
三＋
二

四＄

日
（
横
）

　

⑮
9
▼ 

×
い
て
給
け
る
（
古
⑮
国
高
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
い
て
さ
せ
給
け
る
（
陽
）
・
い
て
た
ま
ふ
け
る
（
光
）
・
出

給
け
る
（
阿
）
・
い
て
た
ま
ひ
け
る
（
保
）

〈
七
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
八
5
～
9
／
別
本
集
成498158
～498203

〕
（
丁
子
吹
き
料
紙
）

　

⑯
1
～ 

2
（
▲
）
△
い
ま
し
つ
る
そ
と
よ
と
（
古
陽
国
高
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
い
ま
し
つ
る
そ
と
（
⑯
）
・
い
ま
し
つ

る
そ

と
＋
よ
と

（
三
）
・
い
ま
す
ら
ん
と
（
保
）
・
い
ま
す
る
そ
と
（
阿
）
→
大
成
・
七
「
い
ま
し
つ
る
そ
よ
と
」

　

⑯
2
～ 

3
●
◎
わ
た
り
給
て
（
古
高
阿
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
わ
た
り
て
（
⑯
陽
）
・
た
ま
ひ
て
（
保
）
・
い
て
給
て
（
三
）
・

わ
た
り
出
給
て
（
〔
桃
〕
）
・
わ
た
り
給
へ
て
（
国
）
・

い
＄
わ
た

り
た
ま
ひ
て
（
光
）

　

⑯
3
※ 

×
た
い
め
ん
し
（
古
⑯
高
穂
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
た
い
め
む
し
（
陽
国
）
・
た
い
め
し
（
光
保
阿
三
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飯
鳳
）

　

⑯
5
～ 
6
◎
も＋
御

の
か
た
り
と
も
（
古
）
―
御
物
か
た
り
（
⑯
陽
）
・
御
も
の
か
た
り
（
保
）
・
御
物
か
た
り
な
と
（
三
）
・
御
物
か
た
り
と

も
（
国
尾
穂
飯
氏
光
）
・
御
も
の
か
た
り
と
も
（
高
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）

　

⑯
8
※
◎
か
ん
た
ち
め
（
古
国
高
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
む
た
ち
め
（
⑯
陽
保
三
日
光
）
・
上
達
部
（
阿
穂
飯
）

〈
七
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
八
9
～
14
／
別
本
集
成498204

～498243

〕
（
丁
子
吹
き
料
紙
）

　

⑰
4
◎
い
つ
れ
と
な
く
（
古
穂
飯
池
日
〔
横
肖
〕
）
―
い
つ
れ
と
も
な
く
（
⑰
陽
保
国
高
阿
三
氏
光
〔
桃
〕
〔
河
〕
）

　

⑰
5
▼ 

（
※
）
×
御
こ
と
も
の
（
古
保
阿
池
日
〔
横
肖
〕
尾
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
御
こ
と
も
に
（
氏
）
・
御
こ
と
へ
の
（
陽
）
・
御
こ

と
の
（
桃
）
・
御
こ
と
ん
の
（
⑰
）
・
御
子
と
も
の
（
国
高
三
穂
飯
光
）
・
ナ＋
御
こ
と
も
のシ

（
鳳
）
→
鳳
「
＋
御
こ
と
も
の
～
御
さ
ま
に
て

わ
さ
と
」
→
大
成
・
陽
「
御
こ
と
つ
の
」

　

⑰
6
●
◎
な
か
り
け
り
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
な
か
り
け
る
（
⑰
陽
）

　

⑰
7
※ 

△
や
む
こ
と
な
け
な
る
（
古
陽
保
高
穂
氏
尾
〔
御
七
平
大
伏
〕
）
―
や
む
事
な
け
な
な
る
（
池
）
・
や
こ
と
な
け
な
る
（
光
）
・
や

む
こ
と
な
き＄

け

な
る
（
⑰
横
岩
）
・
ナ＋

や
む
事
な
け
な
るシ

（
鳳
）
・
や
ん
こ
と
な
け
な
る
（
国
阿
三
飯
）
・
や
む
事
な
け
な
る
（
日
）

　

⑰
8
◎ 

む
か
へ
に
（
古
国
高
伏
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
〕
）
―
御
む
か
へ
に
（
⑰
陽
保
阿
三
〔
桃
〕
〔
七
平
鳳
大
岩
〕
）
・
む＋
御

か
へ
に
（
尾
）

　

⑰
9
※
△
に
く
け
れ
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
く＋

に

け
れ
（
⑰
）

〈
八
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
八
14
～
一
七
六
九
5
／
別
本
集
成498244
～498286

〕

　

⑱
2
※ 

△
た
ち
ま
し
る
へ
く
も
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―

ま
＋
た
ち

し
る
へ
く
も
（
⑱
）
・
立
ま
し
る
へ
く
も

（
阿
）
・
た
ち
ま
し
る
へ
き＄

く
も
（
氏
）

　

⑱
3
※
△
か
す
か
な
る
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
す＋

か

な
る
（
⑱
）
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⑱
3
● 

◎
身
の
お
ほ
え
を
と
（
古
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
物
を
と
（
⑱
）
・
も
の
を
と
（
陽
）
・

身
の
お
ほ
え
を
も
（
御
）
・
み
の
お
ほ
え
と
（
保
）
・
み
の
お
ほ
え
を
と
（
飯
）

　

⑱
4
● 
◎
こ
も
り
ゐ
な
ん
の
み
こ
そ
（
古
保
阿
飯
池
氏
〔
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
こ
も
り
な
ん
の
み
こ
そ
（
⑱
陽
）
・
こ
も
り
ゐ
な
ん
の
み
そ

（
国
）
・
こ
も
り
ゐ
な
む
の
み
そ
（
高
穂
）
・
こ
も
り
ゐ
な
ん＋

み

の
こ
そ
（
横
）
・
こ
も
り
い
な
ん
の
み
こ
そ
（
光
）
・
こ
も
り
ゐ
な
む

の
み
こ
そ
（
三
日
）

　

⑱
5
▲ 

△
い
と
ゝ
お
ほ
え
給
（
古
陽
国
高
阿
三
穂
池
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
い
と
お
も＄

ほ
えふ

給
（
⑱
）・
お
ほ
え
給
（
飯
日
）・
い
と
ゝ

お
ほ
え
た
ま
ふ
（
保
）

　

⑱
7
※
△
ま
た
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
河
〕
）
―

又
＄
ま
た

（
⑱
）

　

⑱
8
※
◎
い
か
な
ら
む
と
（
古
高
三
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
い
か
な
ら
ん
と
（
⑱
陽
保
国
阿
尾
穂
飯
池
氏
）

　

⑱
9
（ 

▼
）
○
所
々
に
て
（
古
国
阿
三
氏
〔
横
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
所
〳
〵
に
て
も
こ
ゝ
に
て
も
（
⑱
）
・
こ
ゝ
ろ
〳
〵
に
て

も
こ
ゝ
に
て
も
（
陽
）
・
ゝ

（
と
）

こ
ろ
〳
〵
に
て
も
こ
ゝ
に
て
も
（
保
→
「
こ
ゝ
ろ
〳
〵
に
て
も
」
ト
補
記
）
・
所
々
に
て
も
（
飯
）
・

所
〳
〵
に
て
も
（
池
日
〔
肖
〕
）
・
ゝ

（
と
）

こ
ろ
〳
〵
に
て
（
尾
→
「
と
ゝ
ろ
〳
〵
に
て
」
ト
補
記
）
・
所
〳
〵
に
て＋

も

（
光
）
・
所
〳
〵

に
て
（
穂
）
・
と
こ
ろ
〳
〵
に
て
（
高
）
→
大
成
【
河
内
本
】
・
河
内
本
集
成
に
異
同
記
載
ナ
シ
、
大
成
・
保
「
ゝ
（
ト
）
こ
ろ

〳
〵
に
て
も
こ
ゝ
に
て
も
」

　

⑱
10
◎ 

又
々
（
古
国
阿
三
〔
河
〕
）
―
又
（
⑱
陽
）
・
ま
た
（
穂
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
ま
た
〳
〵
（
高
光
）
・
又
〳
〵
（
飯
池
日
氏
〔
横
肖

桃
〕
）

〈
八
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
六
九
5
～
9
／
別
本
集
成498286

～498322

〕

　

⑲
1
※ 

◎
い
と
い
た
く
（
古
国
高
阿
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
）
―
い
と
い
た
う
（
⑲
陽
保
三
氏
尾
〔
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
・
い
と
い
た
つ
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ら
（
御
）
→
穂
「
い
と
て
か
く
」
と
判
読
可

　

⑲
1
～ 
2
※
◎
き
さ
い
の
宮
よ
り
も
（
古
国
高
三
池
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
）
―
き
さ
き
の
宮
よ
り
も
（
⑲
陽
阿
）
・
き
さ
い

の
み
や
よ
り
も
（
保
尾
日
）
・
き
さ
の
の
宮
よ
り
も
（
〔
大
〕
）
・
き
い＋

さ

の
み
や
よ
り
も
（
氏
）
・
后
宮
よ
り
も
（
穂
）
・
后
の
宮
よ

り
も
（
飯
）

　

⑲
3
× 

な
り
ぬ
れ
と
（
古
⑲
国
高
三
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
な
り
ぬ
れ
は
（
陽
七
）
・
な
り
ぬ
れ
と
こ
と
に

（
保
）
・
な
れ
と
（
穂
）
・
成
給
ぬ
れ
と
（
阿
）
・
成
ぬ
れ
と
（
光
）

　

⑲
4
～ 

5
※
△
も
の
〳
〵
し

く
＋
も
（
朱
）

（
古
）
―
物
〳
〵
し
く
て＄

も
（
⑲
）
・
も
の
〳
〵
し
う
も
お
ほ
え
た
ま
は
ぬ
（
保
）
・
あ
り
さ
ま
を

（
阿
）
・
も
の
〳
〵
し
く
（
七
）
・
物
々
し
く
も
（
三
）
・
も
の
〳
〵
し
く
も
（
陽
国
高
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳

大
伏
岩
〕
）

　

⑲
5
～ 

6
●
◎
き
こ
え
給
は
さ
り
つ
る
を
（
古
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
き
こ
え
さ
り
つ
る
を
（
⑲
）
・
き
こ
ゑ
さ

り
つ
る
を
（
陽
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
聞
え
給
は
さ
り
つ
る
を
（
飯
）

　

⑲
6
～ 

7
（
▼
）
○
い
つ
こ
に
も
〳
〵
（
古
）
―
い
つ
く
に
も
き
こ
し
め
し
を
と
ろ
き
て
御
と
ふ
ら
ひ
と
も
（
陽
）
・
い＄

つ＄

こ＄

に＄

も＄

い
つ

こ
に
も
き
こ
し
め
し
お
と
ろ
き
て
御
と
ふ
ら
ひ
と
も
（
池
）
・
い
つ
く
に
も
〳
〵
き
こ
し
め
し
お
と
ろ
き
て
御
と
ふ
ら
ひ
と
も

（
⑲
穂
光
）
・
い
つ
く
も
〳
〵
き
こ
し
め
し
お
と
ろ
き
て
御
と
ふ
ら
ひ
と
も
（
阿
）
・
い
つ
こ
に
も
〳
〵
き
こ
し
め
し
を
と
ろ
き
て

御
と
ふ
ら
ひ
と
も
（
保
〔
桃
〕
）
・
い
つ
こ
に
も
〳
〵
き
こ
し
め
し
お
と
ろ
き
て
御
と
ふ
ら
ひ
と
も
（
国
高
三
飯
日
氏
〔
河
〕
）
・

い
つ
こ
に
も
〳
〵
き
こ
し
め
し
お
と
ろ
き
て
御
訪
と
も
（
〔
横
肖
〕
）

　

⑲
7
～ 

8
●
◎
聞
え
給
け
る
（
古
）
―
人
も
き
こ
え
け
る
（
⑲
）
・
人
も
き
こ
へ
け
る
（
陽
）
・
き
こ
え
た
ま
ひ
け
る
（
保
〔
御
七
平
鳳

大
伏
岩
〕
）
・
き
こ
え
給
ひ
け
る
（
飯
）
・
き
こ
え
給
け
る
（
国
高
阿
三
尾
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
）



『
源
氏
物
語
』
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
の
性
格

53

　

⑲
8
～ 

9
◎
お
ほ
し
さ
は
く
に
（
古
国
高
阿
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
し
さ
は
く
に
も
（
⑲
陽
）
・
お
ほ
し
さ
わ
く
に
も

（
光
）
・
お
ほ
す
ら
ん
に
も
（
保
）
・
お
ほ
し
さ
は
く
ら
ん
に
も
（
三
桃
）

　

⑲
9
● 
◎
い
か
に
を
は
せ
ん
と
（
古
保
国
阿
三
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
い
か
に
せ
ん
と
（
⑲
陽
）
・
い
か
に
お
も
は
せ

ん
と
（
氏
）
・
い
か
に
お
も＄

は
せ
ん
と
（
尾
）
・
い
か
に
お
は
せ
む
と
（
高
日
）
・
い
か
に
お
は
せ
ん
と
（
穂
飯
池
）

　

⑲
9
～ 

10
▼
（
※
）
×
心
く
る
し
く
（
古
国
高
阿
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
く
る
し
う
（
陽
）
・
心
く
る
し
う
（
⑲
）
・
い

と
ゆ
ゝ
し
く
あ
は
れ
に
（
保
）

　

⑲
10
※ 

×
う
し
ろ
め
た
く
（
古
⑲
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
う
し
ろ
め
た
う
（
陽
伏
）
・
う
し

ろ
め
た
け
れ
と
（
保
）

〈
九
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
六
九
9
～
一
七
七
〇
1
／
別
本
集
成498322

～498364

〕

　

⑳
2
◎ 

え
ま
か
て
た
ま
は
て
（
古
）
―
え
ま
う
て
た
ま
は
て
（
⑳
陽
保
三
〔
大
岩
〕
）
・
え
ま
う
て
給
は
て
（
穂
飯
）
・
え
ま
う
て
き
給
は

す
（
国
高
）
・
え
ま
う
て
給
は
す
（
阿
桃
）
・
え
ま＋

う

て
給
は
て
（
肖
）
・
え
ま
て
た
ま
は
て
（
池
〔
横
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
伏
〕
）
・
え

ま
て
給
は
て
（
光
日
）
・
ナ＋

く
ま
て
た
ま
は
は
てシ

（
氏
）
→
氏
「
御＋

あ
れ
あ
ま
り
も
く
ま
て
た
ま
は
て
し
の
ひ
て
そ

い

の

り

な

と

も
」

　

⑳
2
◎ 

し
の
ひ
て
そ
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
し
の
ひ
て
（
⑳
陽
保
）
・
忍
て
（
七
）
・
し
の
ひ

て
△＆

そ

（
光
）
・
ナ＋

し
の
ひ
て
そシ

（
氏
）
→
大
成
・
陽
に
異
同
記
載
ナ
シ

　

⑳
3
● 

◎
御
い
の
り
な
と
も
（
古
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
御
い
の
り
と
も
（
⑳
陽
）
・
御
い
の
り
と
も
を
そ
（
保
）
・

御
い
の
り
な
と
（
国
高
阿
）

　

⑳
3
▲ 

▼
○
さ
る
は
女
二
の
宮
の
（
古
保
国
高
三
穂
飯
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
伏
〕
）
―
女
宮
の
（
⑳
）
・
女
二
宮
の
（
陽
）
・
さ
る

は
二
宮
の
（
氏
）
・
さ
る
は
女
二
宮
の
（
阿
光
池
日
〔
大
岩
〕
）
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⑳
4
～ 

5
●
◎
ひ
ゝ
き
い
と
な
み
の
ゝ
し
る
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
ひ
ゝ
き
の
ゝ
し
る

（
⑳
）
・
ひ
ひ
き
の
ゝ
し
る
（
陽
）
・
ひ
ゝ
き
て
い
と
な
み
の
ゝ
し
る
（
保
）
・
ひ
ひ
き
い
と
な
み
の
ゝ
し
る
（
尾
）

　

⑳
5
● 
◎
み
か
と
の
（
古
保
国
高
阿
三
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
た
ゝ
み
か
と
の
（
⑳
陽
）
・
御
み
か
と
の
（
穂
氏
）
・
御
門
の

（
光
）

　

⑳
6
● 

◎
お
ほ
し
い
そ
け
は
（
古
国
高
阿
氏
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
し
い
そ
き
て
（
⑳
陽
）
・
お
ほ
し
め
し
い
そ
け
は

（
保
三
）

　

⑳
7
▲ 

▼
○
な
き
し
も
そ
（
古
保
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
な
き
し
も
こ
そ
（
⑳
）
・
な
に
し
も
そ
（
陽
）
・
な
き
し

も
（
飯
）
・
な
き
に
し
も
そ
（
桃
）
→
大
成
・
陽
に
異
同
記
載
ナ
シ

　

⑳
9
▲ 

▼
○
つ
く
も
所
（
古
国
高
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
）
―
つ
く
も
と
こ
ろ
さ
く
所
（
⑳
）
・
つ
く
も
と
こ
ろ
さ

へ
所
（
陽
）・
つ
く
も
と
こ
ろ
ゑ
と
こ
ろ
（
保
）・
つ
く
も
と
こ
ろ
（
阿
三
尾
氏
）・
つ
く
る＆

も

所
（
大
→
る
ヲ
削
ッ
テ
も
ヲ
書
ク
カ
）

　

⑳
10
（ 

●
）
※
◎
す
ろ
う
と
も
な
と
（
古
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
す
両
と
も
な
と
（
⑳
陽
）
・
す
ろ
う
と
も
（
保
）
・

し
ゆ
り
や
う
と
も
な
と
（
国
高
）
・
す
り
や
う
と
も
な
と
（
阿
氏
光
〔
七
〕
）
・
す
り
や
う
と
も
な
む
（
三
）
・
す
ら
う
と
も
な
と

（
飯
池
日
）
・
受
領
と
も
な
と
（
穂
）

　

⑳
10
（ 

●
）
※
◎
つ
か
う
ま
つ
る
（
古
阿
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
つ
か
ま
つ
る
（
⑳
陽
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
つ
か
ふ
ま
つ

る
（
国
高
光
）

〈
九
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
七
〇
1
～
6
／
別
本
集
成498365

～498418
〕

　

㉑
1
▼ 

×
こ
と
ゝ
も
（
古
㉑
国
穂
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
こ
と
も
（
陽
）
・
な
に
こ
と
も
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
（
保
）
・
事
と
も

（
高
阿
三
飯
）
・
こ
と
と
も
（
尾
氏
）
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㉑
1
◎
か
き
り
な
し
や
（
古
国
高
氏
光
〔
河
〕
）
―
か
き
り
な
し
（
㉑
陽
阿
三
穂
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
）
・
ナ
シ
（
保
）

　

㉑
2
◎ 
ま
い
り
そ
め
給
へ
き
（
古
国
高
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
ま
い
り
給
へ
き
（
㉑
）
・
ま
い
り
た

ま
ふ
へ
き
（
陽
保
）
・
ま
い
り

給
＋
そ
め

へ
き
（
鳳
）
・
参
り
そ
め
給
へ
き
（
飯
）

　

㉑
2
◎ 

お
と
こ
か
た
も
（
古
国
高
阿
三
穂
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
と＋

こ

か
た
に
も
（
㉑
）
・
を
と
こ
か
た
に
も
（
陽
保
）
・
を
と

こ
か
た
も
（
氏
）

　

㉑
3
▼
×
比
な
れ
と
（
古
阿
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
心
な
れ
と
（
陽
）・
こ
ろ
な
れ
と
（
㉑
歩
国
高
三
尾
穂
飯
池
日
氏
光
）

　

㉑
4
▼
×
い
ら
て
（
古
㉑
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
い
れ
て
（
陽
）

　

㉑
5
※ 

△
な
け
か
る
（
古
陽
保
国
高
阿
穂
飯
池
日
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
な
け
か
る
へ＄

（
㉑
→
「
へ
」
左
に
「
〻
」
・
右
に
「
ヒ
」
と
二

種
の
ミ
セ
ケ
チ
→
行
文
「
き
さ
ら
き
」
と
続
く
）
・
お
ほ
し
な
け
か
る
（
三
〔
桃
〕
）
・
な
け
な＄

か

る
（
氏
）

　

㉑
6
▼ 

×
な
お
し
も
の
と
か
（
古
保
高
池
日
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
大
伏
岩
〕
）
―
な
を
し
物
と
か
や
（
陽
）
・
な
を
し
の

こ
（
の
歟
）

と
か

（
鳳
）
・
な
を
し
も
と＋

の

か
（
氏
）
・
な
を
し
物
と
か
（
㉑
国
阿
三
穂
）
・
な
を
し
も
の
と
か
（
飯
光
）

　

㉑
7
△
右
大
将
（
古
国
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
）
―
左
大
将
（
㉑
保
大
）
・
う
た
い
し
や
う
（
高
）

　

㉑
7
× 

か
け
給
つ
（
古
㉑
国
高
阿
三
飯
池
日
〔
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
か
け
給
（
陽
穂
）
・
か
け
た
ま
へ
（
保
）
・
か
け
た
ま

へ
つ
（
横
）
・
か
け
た
ま
ひ
つ
（
尾
）
・
か
け
た
ま
ひ
つ
（
氏
光
）

　

㉑
7
～ 

8
▼
○
右
の
お
ほ
い
と
の
（
古
飯
氏
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
）
―
右
大
将
の
（
陽
）
・
左
の
お
ほ
い
殿
（
大
）
・
故
大

い
殿
（
穂
）
・
右
大
殿
ゝ

（
の
）

（
㉑
）
・
右
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
（
保
）
・
右
の
お
ほ
い
殿
の
（
国
）
・
右
の
お
ほ
殿
の
（
高
）
・
右
の
大
ゐ

殿
（
阿
）
・
右
の
お
ほ
い
殿
（
三
）
・
右
の
大
殿
（
池
）
・
右
大
い
と
の
（
日
）
・
右
大
臣
殿
（
光
）
」

　

㉑
8
● 

◎
ひ
た
り
に
て
お
は
し
け
る
か
（
古
飯
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ひ
た
り
に
な
り
給
て
（
㉑
陽
）
・
左
に
お
は
し
け
る
を
（
保
）
・
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左
に
て
お
は
し
ま
し
け
れ
は
（
阿
）
・
左
に
て
お
は
し
け
る
か
（
三
国
高
光
池
日
）
・
左
に
て
を
は
し
け
る
か
（
穂
）

　

㉑
8
● 
◎
し
ゝ
給
へ
る
（
古
国
高
飯
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
へ
給
へ
る
（
㉑
）
・
か
へ
た
ま
へ
る
（
陽
）
・
し
ゝ
た
ま
ひ
け
る

（
保
）
・
し
ゝ
給
け
る
（
三
）
・
し
ゝ
た
ま
ひ
る＋

け

（
光
）
・
し
し
給
へ
る
（
阿
）
・
し
ゝ
た
ま
へ
る
（
日
）
・
辞
し
給
へ
る
（
穂
）

　

㉑
9
※
△
あ
り
き
給
て
（
古
陽
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
あ
り＋

き

給
て
（
㉑
）
・
あ
り
き
た
ま
ひ
て
（
保
光
）

　

㉑
10
※
◎
く
る
し
く
（
古
国
高
阿
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
く
る
し
う
（
㉑
陽
保
三
）

〈
一
〇
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
七
〇
6
～
11
／
別
本
集
成498419

～498462

〕

　

㉒
1
～ 

2
▲
▼
○
程
な
り
け
れ
は
（
古
国
高
三
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ほ
と
に
成
け
り
（
㉒
）・
程
な
り
け
り
（
陽
）・
ほ
と
な
り
（
氏
）・

ほ
と
に
て
こ
な
た
に
お
は
し
ま
せ
は
（
保
→
前
後
の
行
文
を
含
め
た
異
同
）
・
な
り
け
れ
は
（
阿
）
・
ほ
と
な
り
け
れ
は
（
穂
飯

池
日
光
）

　

㉒
4
● 

◎
御
な
を
し
御
し
た
か
さ
ね
な
と
（
古
国
高
阿
三
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
御
な
を
し
な
と
（
㉒
陽
）
・

御
な
を
し
（
保
）
・
御
な
を
し
し
た
か
さ
ね
な
と
（
〔
七
〕
）
・
御
な
を
し
御
下
か
さ
ね
な
と
（
穂
飯
）

　

㉒
5
● 

◎
ひ
き
つ
く
ろ
ひ

て
＄
（
朱
削
）

給
て
（
古
）
―
か
へ
て
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
（
㉒
陽
）
・
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
（
保
穂
桃
）
・
ひ
き
つ
く
ろ
ひ

給
て
（
国
高
阿
三
飯
池
日
氏
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
・
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
た
ま
ひ
て
（
光
）

　

㉒
5
▲ 

△
お
り
て
（
古
高
阿
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
伏
岩
〕
）
―
お
も
て
（
㉒
）
・
た＄

う＄

お
り
て
（
大
）
・
を
り
て
（
陽
保
国

三
穂
氏
光
）

　

㉒
5
～ 

6
●
◎
た
う
の
は
い
し
給
（
古
国
穂
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
た
ふ
の
は
い
し
給
へ
る
（
㉒
陽
）
・
ふ
た
う
の

は
い
し
給
（
〔
伏
〕
）
・
た
て＄

う

の
は
い
し
給
（
飯
）
・
た
ふ
の
は
い
し
給
（
高
阿
）
・
た
ふ
の
は
い
し
た
ま
ふ
（
保
尾
）
・
た
う
の
は

い
し
た
ま
ふ
（
三
光
）
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㉒
7
○ 

い
と
め
て
た
く
（
古
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
〕
尾
〔
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
め
て
た
し
（
陽
保
三
桃
）
・
い
と
め
て
た
し
（
㉒
国
高
阿

〔
御
七
〕
）
・
め
て
た
く
（
穂
）

　

㉒
7
◎ 
や
か
て
（
古
国
高
阿
三
氏
〔
横
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
〕
）
―
や
か
て
こ
よ
ひ
（
㉒
陽
保
七
岩
穂
池
日
〔
肖
桃
〕
）
・
や
か
て
今
夜

（
飯
）
・
や
か

て
＋
こ
よ
ひ

（
光
）

　

㉒
7
◎ 

つ
か
さ
の
（
古
保
国
高
阿
三
氏
〔
横
〕
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
官
の
人
に
（
㉒
）
・
つ
か
さ
の
人
に
（
陽
七
穂
飯
池
日
〔
肖

桃
〕
）
・
官
の

＋
人
に

（
光
）

　

㉒
8
▲ 

▼
○
あ
る
し
の
所
に
と
（
古
阿
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
は
る
と
こ
ろ
に
（
陽
）
・
あ
る
と
し

（
マ
マ
）ろ

に

（
㉒
→
「
と
こ
ろ
」
と
読
む
べ
き
か
）
・
あ
る
し
の
所
に
（
国
）
・
あ
る
し
の
所
に
て
（
岩
）
・
あ
る
し
の
と
こ
ろ
に
と
（
保
高
尾

飯
）

　

㉒
9
～ 

10
●
◎
お
ほ
し
た
ゆ
た
ひ
給
め
る
（
古
国
高
三
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
お
ほ
し
た
ゆ
た
ふ
め
る
（
㉒
陽
）
・

お
ほ
し
た
ゆ
た
ふ
（
保
）
・
お
ほ
し
た
ゆ
た
ひ
け
る
（
阿
）
・
お
ほ
し
た
ゆ
み
給
め
る
（
〔
七
〕
）
・
お
ほ
し
た
ゆ
た
ひ
ま＋

た

ふ
め
る

（
光
）
・
お
ほ
し
た
ゆ
た
ひ
た
ま
ふ
め
る
（
尾
穂
氏
）

　

㉒
10
◎ 

右
大
臣
殿
の
（
古
国
高
阿
池
〔
横
〕
〔
七
平
鳳
伏
〕
）
―
左
大
臣
殿
の
（
陽
大
氏
〔
肖
〕
）
・
左
大
臣
殿
ゝ

（
の
）

（
㉒
）
・
左
の
お
ほ
い
殿

の
（
〔
桃
〕
）
・
左
の
お
ほ
い
と
の
ゝ
（
三
）
・

左
＝
右
イ

大
臣
の
（
飯
）
・
右＝
左

大
臣
殿
の
（
岩
）
・
左＄
右

大
臣
殿
の
（
尾
）
・
右
大
臣
と
の

（
御
）
・
右
大
臣
殿
ゝ
（
穂
光
）
・
右
大
臣
と
の
ゝ
（
日
）
・
み
き
の
大
と
の
ゝ
（
保
）

〈
一
〇
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
七
〇
11
～
一
七
七
一
2
／
別
本
集
成498463
～498501

〕

　

㉓
1
▲ 

△
ま
ゝ
に
と
て
（
古
陽
保
国
高
阿
穂
飯
池
日
三
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
〕
）
―
ま
ゝ
に
て
（
㉓
）
・
ま
ゝ
と
て
（
岩
）
・

ま
ゝ

に
＋
と
て

（
尾
）
・
ま
ゝ
に
（
氏
）



58

　

㉓
2
▲ 

▼
○
ゑ
ん
か
の
み
こ
た
ち
（
古
保
国
高
阿
三
飯
池
日
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
み
こ
た
ち
（
陽
）
・
ゑ
ゝ
か
の

み
こ
た
ち
（
㉓
）
・
ゑ
む
か
の
宮
こ
た
ち
（
穂
）
・
ゑ
む
か
の
み
こ
た
ち
（
氏
）
・
ゑ
ん
か
の
御
こ
た
ち
（
〔
伏
〕
）

　

㉓
2
※
△
か
ん
た
ち
め
（
古
陽
保
国
高
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
む
た
ち
め
（
㉓
三
光
）
・
上
達
部
（
阿
飯
）
・
上
遊
部
（
穂
）

　

㉓
2
～ 

3
※
×
た
い
き
や
う
に
（
古
㉓
阿
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
た
い
き
や
う
（
御
七
）
・
大
経
に
（
陽
）
・
大

饗
に
（
保
三
穂
飯
）
・
大
き
や
う
に
（
国
高
）

　

㉓
3
～ 

4
●
◎
さ
は
か
し
き
ま
て
な
ん
（
古
阿
飯
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
も
と
か
し
き
ま
て
な
ん
（
㉓
陽
）
・
も
と
か
し
き
ま
て

（
保
）
・
さ
は
か
し
き
ま
て
（
日
）
・
さ
は
か
し
き
ま
て
な
む
（
国
高
三
穂
）
・
さ
わ
か
し
き
ま
て
な
む
（
光
）

　

㉓
5
● 

◎
な
け
れ
は
ま
た
事
は
て
ぬ
に
（
古
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
な
け
れ
は
（
㉓
陽
）
・
な
け
れ
と
ま
た
事
は
て
ぬ
に

（
阿
）
・
な
け
れ
は
ま
た
こ
と
も
は
て
ぬ
に
（
〔
七
〕
）
・
な
き＄

け
れ
は
ま
た
こ
と
は
て
ぬ
に
（
飯
）
・
な
け
れ
は
ま
た
事
は
に＄

て
ぬ

に
（
高
）
・
な
け
れ
は
ま
た
こ
と
は
て
ぬ
に
（
保
国
三
尾
穂
池
日
氏
光
）

　

㉓
7
※ 

△
の
給
（
古
陽
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
給＋

の

（
㉓
）
・
み
た
ま
ふ
（
保
）
・
の
た
ま
ふ
（
三
尾

氏
光
）

　

㉓
7
▲ 

△
を
と
る
へ
く
も
（
古
陽
阿
穂
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
お
と
る
へ
う
（
㉓
）
・
お
と
る
へ
う
も
（
保
）
・
を
と
る

へ
う
も
（
三
）
・
お
と
る
へ
く
も
（
国
高
尾
飯
池
日
氏
光
）

　

㉓
8
▲ 

△
た
ゝ
い
ま
の
（
古
陽
国
高
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
た
ゝ
い
ま
（
㉓
）
・
た
ゝ
い
ま
の
よ
の
（
保
）
・
た
ゝ
今
の

（
阿
三
）

　

㉓
9
※
△
も
て
な
し
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
て＋

も

な
し
（
㉓
）

〈
一
一
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
七
一
2
～
7
／
別
本
集
成498501

～498543

〕
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㉔
1
～ 

2
●
◎
む
ま
れ
給
へ
る
を
（
古
国
高
阿
穂
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
岩
〕
）
―
む
ま
れ
給
へ
り
け
る
を
（
㉔
陽
）
・
む
ま
れ

給
＋
へ
る

を
（
三
）
・
う
ま
れ
た
ま
へ
る
を
（
保
）
・
う
ま
れ
給
へ
る
を
（
伏
）
・
生
れ
給
へ
る
を
（
飯
）
・
む
ま
れ
た
ま
へ
る
を
（
尾
氏

光
）

　

㉔
2
● 

◎
い
と
か
ひ
あ
り
て
（
古
国
高
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
ひ
あ
り
て
（
㉔
陽
）
・
い
と
か
な
し
く
て
返
々
も
か
ひ

有
て
（
阿
）
・
い
と
か
ひ
あ
る
さ
ま
に
（
保
）
・
い
と
か
ひ
あ
る
さ
ま
に
て
（
三
）

　

㉔
2
△
う
れ
し
く
（
古
陽
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ナ
シ
（
㉔
保
）

　

㉔
2
～ 

3
▲
▼
○
大
将
殿
も
よ
ろ
こ
ひ
に
そ
へ
て
う
れ
し
く
お
ほ
す
（
古
高
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
大
将
殿
も
（
㉔
）
・
大

将
は
も
（
陽
）
・
ナ
シ
（
阿
）
・
大
将
も
よ
ろ
こ
ひ
に
そ
へ
て
う
れ
し
と
お
ほ
す
（
保
）
・
大
将
も
よ
ろ
こ
ひ
に
そ
へ
て
う
れ
し
く

お
ほ
す
（
三
〔
桃
〕
）
・
大
し
や
う
殿
も
よ
ろ
こ
ひ
に
そ
へ
て
う
れ
し
く
お
ほ
す
（
国
）

　

㉔
8
◎ 

五
日
の
よ
（
古
〔
桃
〕
）
―
五
日
の
よ
は
（
㉔
陽
保
高
阿
池
日
尾
鳳
大
伏
岩
）・
五
日
の
夜
は
（
国
阿
三
穂
飯
〔
横
肖
〕
御
七
平
）・

五
日
よ＋

の

は
（
氏
）
・
五
日
夜
は
（
光
）

　

㉔
8
～ 

9
▼
×
大
将
殿
よ
り
（
古
㉔
保
氏
国
高
阿
穂
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
大
将
に
よ
り
（
陽
）
・
大
殿
よ
り
（
〔
伏
〕
）
・
大
将

と
の
よ
り
（
光
）

　

㉔
9
● 

○
と
ん
し
き
（
古
高
阿
穂
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
御
七
平
伏
鳳
大
岩
〕
）
―
と
き
（
㉔
陽
）
・
と
し
き
（
保
三
）
・
と
も＄

む

し
き

（
氏
）
・
と
む
し
き
（
国
光
）

　

㉔
9
▲ 

▼
○
五
十
く
五
て
の
せ
に
（
古
日
氏
光
〔
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
五
十
く
か〈

マ

マ

〉

ゆ
こ
す
の
と
に
（
陽
）
・
五
十
く（

マ

マ

）

か
ゆ
て
の
こ
と
に
（
㉔

→
「
く
え
か
ゆ
ら
て
の
こ
と
に
」
と
も
判
読
可
）
・
卅
九＄

く

こ
て
の
せ
に
（
保
）
・
五
十
く
五
く＋

し

の
せ
に
（
〔
横
〕
）
・
五
十
具
五
て
の

せ
に
（
国
高
飯
池
）
・
五
十
具
こ
て
の
せ
に
（
阿
穂
）
・
五
十
く
こ
て
の
せ
に
（
三
）
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〈
一
一
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
七
一
7
～
12
／
別
本
集
成498543

～498580

〕

　

㉕
1
◎
三
十
（
古
保
三
飯
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
廿
（
㉕
陽
阿
）
・
卅
（
国
高
池
日
氏
）

　

㉕
2
（ 
▲
）
△
い
つ
へ
か
さ
ね
に
て
（
古
陽
国
高
三
飯
池
日
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
岩
〕
）
―
い
つ
へ
か
さ
ね
て
（
㉕
）
・
五
へ
か
さ
ね
に＄

て

（
穂
）
・
い
つ
か
さ
ね
つ
ゝ
（
保
）
・
い
つ
か
さ
ね
に
て
（
尾
〔
御
平
鳳
大
伏
〕
）
・
五
か
さ
ね
に
て
（
阿
）
・
五
重
に
て
（
七
）
・
五

へ
か
さ
ね
に
て
（
光
）

　

㉕
2
● 

◎
御
む
つ
き
な
と
そ
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
伏
〕
）
―
御
む
つ
き
な
と
こ
そ
（
㉕
陽
）
・
よ
の
つ
ね
の
こ
と
に

（
保
）
・
お
ほ
ん
し＄

む

つ
き
な
と
そ
（
氏
）
・
お
ほ
ん
む
つ
き
な
と
そ
（
尾
〔
御
七
鳳
大
岩
〕
）
・
お
ほ
む
ゝ
つ
き
な
と
そ
（
日
）

　

㉕
3
● 

◎
こ
と
〳
〵
し
か
ら
す
し
の
ひ
や
か
に
（
古
国
高
三
穂
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
こ
と
〳
〵
し
か
ら
す
（
⑮
陽
）
・
ナ
シ

（
保
）
・
こ
と
〳
〵
し
か
ら
す
忍
ひ
や
か
に
（
飯
）
・
こ
と
〳
〵
し
か
ら
す
忍
や
か
に
（
阿
）

　

㉕
3
× 

こ
ま
か
に
（
古
㉕
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
尾
〔
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
こ
ま
か
や
に
（
陽
保
）
・
こ
ま
ち＄

か
に

（
御
）

　

㉕
5
（ 

●
）
※
◎
せ
ん
か
う
の
（
古
国
阿
飯
池
日
氏
光
〔
河
〕
）
―
せ
か
う
の
（
㉕
陽
）
・
せ＋

む

か
う
の
（
保
）
・
せ
む
か
う
の
（
高
三
穂
）

　

㉕
7
▲ 

▼
○
女
は
う
の
御
ま
へ
に
は
（
古
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
伏
〕
）
―
女
か
た
の
中
に
は
（
㉕
）
・
女
か
た
に
は
（
陽
）
・
女
房
に

（
保
）
・
女
の
御
前
に
は
（
国
高
）
・
女
方
の
御
ま
へ
に
は
（
尾
）
・
女
か＄

は
うた

の
御
前
に
は
（
光
）
・
女
房
の
御
前
に
は
（
飯
）
・
女

房
の
御
ま
へ
に
は
（
阿
三
穂
池
氏
）
・
女
は
う
の
お
ま
へ
に
は
（
〔
大
岩
〕
）
・
ね
う
は
う
の
御
ま
へ
に
は
（
日
）

　

㉕
7
●
◎
つ
い
か
さ
ね
を
は
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
つ
い
か
さ
ね
は
（
㉕
陽
）
・
つ
い
か
さ
ね
（
保
）

　

㉕
9
●
◎
あ
り
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
か
り
（
㉕
陽
）
・
ナ
シ
（
保
）

　

㉕
9
● 

◎
人
め
に
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
ひ
と
め
（
㉕
）
・
人
め
（
陽
）
・

人
＋
め
に

（
氏
）
・
人
め
に
は＄

（
光
）
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㉕
9
～ 

●
10
◎
こ
と
〳
〵
し
く
は
（
古
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
こ
と
そ＄

こ
と
し
く
は
と
（
㉕
）
・
こ
と
〳
〵

し
く
は
と
（
陽
）

　

㉕
10
～ 
㉖
1
▲
▼
○
し
な
し
給
は
す
（
古
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
し
な
し
給
は
ぬ
な
り
け
り
（
㉕
）
・
し
る
し

給
は
ぬ
な
り
け
り
（
陽
）
・
し
た
ま
は
す
（
保
）

〈
一
二
丁
オ
モ
テ
〉
〔
大
成
一
七
七
一
12
～
一
七
七
二
２
／
別
本
集
成498581

～498617

〕

　

㉖
4
● 

◎
殿
上
人
か
む
た
ち
め
（
古
三
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
か
む
た
ち
め
殿
上
人
（
㉖
）
・
か
ん
た
ち
め
殿
上
人
（
陽
）
・
大
と

の
ゝ
き
み
た
ち
さ
ら
ぬ
か
ん
た
ち
め
天
上
人
も
（
保
）
・
殿
上
人
上
遊
部
（
穂
）
・
殿
上
人
上
達
部
（
国
高
阿
飯
）
・
殿
上
人
か
ん

た
ち
め
（
池
氏
）

　

㉖
5
▲ 

▼
○
ま
い
り
給
へ
り
（
古
国
高
阿
三
飯
池
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
た（

マ

マ

）

ら
ち
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
る
（
㉖
→
「
た
ゝ
ち
」
と
も
判
読

可
）
・
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
る
（
陽
）
・
ま
い
り
給
え
り
（
穂
）
・
ま
い
り
た
ま
へ
り
（
保
氏
光
）

　

㉖
7
◎ 

い
か
て
か
と
（
古
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
い
か
て
か
は
と
（
㉖
陽
国
高
〔
桃
〕
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
い
か
て
か
は
と

て
（
阿
）

　

㉖
8
▼ 

×
た
て
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
（
古
㉖
国
高
穂
飯
池
氏
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
た
て
ま
い
ら
せ
給
へ
り
（
陽
）
・
た
て
ま
つ
れ
た
ま
へ
り

（
保
）
・
た
て
ま
つ
れ
給
へ
り
（
三
〔
桃
〕
）
・
た
て
ま
つ

り
＄
ら
せ

給
え
り
（
光
）
・
奉
り
給
へ
り
（
阿
）

　

㉖
8
～ 

9
※
◎
お
ほ
い
殿
よ
り
（
古
三
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
大
殿
よ
り
（
㉖
陽
国
高
穂
）
・
大
ゐ
殿
（
阿
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
大
臣
と
の

よ
り
（
光
）
・
大
い
殿
よ
り
（
飯
池
氏
）
・
大
い
と
の
よ
り
（
日
）

　

㉖
9
▼ 

（
※
）
×
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り
（
古
阿
〔
横
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
つ
か
ま
い
ら
せ
給
へ
り
（
陽
）
・
つ
か
ま
つ

ら
せ
給
へ
り
（
㉖
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
つ
か
ふ
ま
つ
ら
せ
給
（
国
高
）
・
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
給
へ
る＄

り

（
〔
肖
〕
）
・
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
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給
え
り
（
穂
）
・
つ
か
う
ま
つ＄

つ

ら
せ
給
へ
り
（
氏
）
・
つ
か
う
ま
つ
ら
せ
給
へ
り
（
三
尾
飯
池
日
）
・
つ
か
ふ
ま
つ
ら
せ
た
ま
へ
り

（
光
）

〈
一
二
丁
ウ
ラ
〉
〔
大
成
一
七
七
二
2
～
7
／
別
本
集
成498618

～498658

〕

　

㉗
1
※ 

△
き
ん
た
ち
な
と
（
古
陽
国
池
氏
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
き
む
た
ち
な
と
（
㉗
三
尾
日
）
・
ナ
シ
（
保
）
・
き
ん

た

ち
＋
な
と

（
光
）
・
君
た
ち
な
と
（
高
阿
穂
飯
）

　

㉗
5
◎ 

お
ほ
し
た
り
つ
る
に
（
古
保
国
高
阿
三
穂
氏
〔
横
肖
〕
〔
河
〕
）
―
お
ほ
し
わ
た
り
つ
る
に
（
㉗
陽
飯
池
日
〔
桃
〕
）
・
お
ほ
し
た＋

わ

り
つ
る
に
（
光
）

　

㉗
7
～
8
（
▲
）
※
△
な
く
さ
み
も
や
（
古
陽
保
国
高
阿
三
穂
飯
池
日
氏
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
河
〕
）
―
な
く
さ
め
も
や
（
㉗
）

　

㉗
8
※
◎
し
給
ら
む
（
古
日
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
し
給
ら
ん
（
㉗
陽
国
高
三
阿
池
）・
し
た
ま
ふ
ら
ん
（
保
尾
穂
氏
光
）

　

㉗
10
※ 

○
け
と
を
く
や
な
ら
む
（
古
高
三
飯
日
光
〔
横
肖
桃
〕
〔
御
七
平
鳳
大
伏
岩
〕
）
―
け
と
を
く
や
あ
ら
ん
（
穂
）
・
け
と
を
く
や
な

ら
ん
（
㉗
保
阿
池
氏
）・
け
と
ほ
く
や
な
ら
ん
（
陽
尾
）
・
気
と
を
く
や
な
ら
ん
（
国
）

　

本
稿
で
は
、
特
異
な
異
同
の
み
に
着
目
す
る
の
で
は
な
く
、
異
同
全
体
（
今
回
は
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
の
関
係
に
絞
っ
て
）

の
把
握
を
目
的
と
し
た
が
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
異
同
様
態
の
可
視
化
に
あ
り
、
数
値
化
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
補
助
的
役
割
を
担
う
も
の
に

す
ぎ
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
異
同
状
況
を
整
理
し
て
お
く
と
、

　
　

◎
105　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
◎
15

　
　

○
19　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
○
2

　
　

△
22　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
△
19
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×
26
〔
内
、
（
※
）
×
3
を
含
む
〕　

※
×
10

と
な
る
。
※
の
な
い
数
値
が
ほ
ゞ
異
同
の
実
数
値
と
考
え
て
よ
く
、
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
の
い
ず
れ
か
に
異
同
が
存
す
る
計

172
箇
所
の
内
、
両
本
の
異
同
が
一
致
す
る
箇
所
は

105
箇
所
（
六
一
・
一
％
）
に
及
ぶ
。
△
や
×
は
ど
ち
ら
か
の
本
が
犯
し
た
単
純
な
書
写
ミ

ス
と
思
わ
れ
る
も
の
が
大
半
を
占
め
る
が
、
両
本
に
異
同
が
認
め
ら
れ
る
◎
○
に
つ
い
て
は
別
の
理
由
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
こ
の
数
値
に
、

独
自
共
通
異
文
・
独
自
異
文
を
示
す
記
号
を
重
ね
て
み
る
と
（
括
弧
を
付
し
た
も
の
は
、
他
本
の
訂
正
以
前
或
い
は
訂
正
後
の
本
文
に
抵

触
す
る
も
の
や
音
便
に
関
連
す
る
も
の
な
ど
を
示
す
）
、

　
　

●　

60　
　
　
　
　
　
　
　　
（
●
）
6

　
　

▲
▼
14

　
　

▲　

16　
　
　
　
　
　
　
　　
（
▲
）
3
〔
※
△
1
〕

　
　

▼　

16
〔
○
1
、
（
※
）
×
2
〕
（
▼
）
3
〔
○
2
〕

と
な
る
。
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
の
み
が
共
通
す
る
異
同
●
は
、
両
本
に
共
通
す
る
異
同
◎

105
箇
所
中
60
箇
所
（
五
七
・
一
％
、

全
体
の
三
四
・
九
％
）
に
及
ぶ
。
こ
れ
に
両
本
の
異
同
は
共
通
し
な
い
（
○
）
が
、
ど
ち
ら
も
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
14
箇
所
（
▲
▼
）

を
加
え
る
と
74
箇
所
（
全
体
の
四
三
％
）
と
な
る
。
各
本
の
独
自
異
文
の
数
値
は
各
々
の
▲
・
▼
に
▲
▼
を
加
え
た
数
値
と
な
り
、
丁
子

吹
き
料
紙
本
30
箇
所
（
○
△
41
中
七
三
・
二
％
、
全
体
の
一
七
・
四
％
）
、
陽
明
文
庫
本
30
箇
所
（
○
×
45
中
六
六
・
七
％
、
全
体
の

一
七
・
四
％
）
と
な
る
。
他
本
か
ら
独
立
し
て
両
本
に
共
通
す
る
異
同
の
数
値
は
、
各
本
の
独
自
異
文
に
倍
し
て
お
り
、
た
と
え
そ
の
異

同
に
誤
写
な
ど
を
成
因
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
し
て
も
、
こ
の
二
本
の
間
に
何
ら
か
の
書
承
関
係
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
瞭

に
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
方
で
各
々
に
存
在
す
る
独
自
異
文
の
存
在
は
、
両
本
が
直
接
の
書
写
関
係
に
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、

両
本
と
も
に
誤
写
や
脱
字
な
ど
の
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
が
多
く
、
こ
の
数
値
は
そ
れ
を
反
映
し
た
も
の
な
の
で
、
少
し
く
割
り
引
い
て
見
て
お
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く
必
要
が
あ
る
。

　

少
し
具
体
的
に
見
て
お
く
と
、
●
の
内
、
本
文
の
脱
落
や
誤
写
が
原
因
と
は
考
え
に
く
い
例
と
し
て
は
、
②
9
「
思
の
ほ
か
に
そ
」
（
諸

本
「
心
よ
り
ほ
か
に
そ
」
）・
⑤
8
～
9
「
と
り
か
く
す
へ
き
こ
と
か
は
」
（
諸
本
「
と
り
か
く
さ
ん
や
は
」
）・
⑦
6
「
み
む
き
給
へ
り
」
（
諸

本
「
む
き
給
へ
り
」
「
そ
む
き
た
ま
え
り
」
等
）
・
⑪
4
「
ま
た
い
と
」
（
諸
本
「
な
か
〳
〵
」
）
・
⑫
2
「
を
し
や
り
」
（
諸
本
「
さ
し
を

き
」
）
、
⑱
3
「
物
を
と
」
（
諸
本
「
身
の
お
ほ
え
を
と
」
等
）
・
⑳
5
「
た
ゝ
み
か
と
の
」
（
諸
本
「
み
か
と
の
」
）
・
㉑
8
「
ひ
た
り
に
な
り

給
て
」
（
諸
本
「
ひ
た
り
に
て
お
は
し
け
る
か
」
）
・
㉒
５
「
か
へ
て
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
」
（
諸
本
「
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
給
て
」
等
）
・
㉔
1
～
2

「
む
ま
れ
給
へ
り
け
る
を
」
（
諸
本
「
む
ま
れ
給
へ
る
を
」
）・
㉔
9
「
と
き
」
（
諸
本
「
と
ん
し
き
」
）・
㉕
9
「
お
ほ
か
り
」
（
諸
本
「
あ
り
」
）

と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
諸
本
に
な
い
表
現
が
付
加
さ
れ
た
り
、
ま
っ
た
く
別
の
表
現
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
共
通
す

る
こ
と
は
、
両
本
が
同
一
の
系
統
に
属
す
る
こ
と
を
示
す
明
確
な
事
例
と
な
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
事
例
は
、
概
ね
一
～
二
字
程
度
の
小
異
や
少
し
大
き
め
の
脱
落
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
そ
れ
が
他
本

か
ら
独
立
し
て
存
在
す
る
以
上
は
、
両
者
の
書
承
関
係
を
保
証
す
る
事
例
と
な
ろ
う
。
少
し
く
例
示
し
て
お
く
と
、
②
8
「
御
そ
な
と
も
」

（
諸
本
「
ひ
と
へ
の
御
そ
な
と
も
」
・
保
「
御
そ
な
と

も
＋
一
ゑ

、
④
4
～
5
「
ひ
き
と
ら
せ
」
（
諸
本
「
す
こ
し
ひ
き
と
ら
せ
」
）
、
⑤
4
「
た
て

ま
つ
れ
は
」
（
諸
本
「
た
て
ま
つ
れ
た
ま
へ
れ
は
」
等
）
、
⑧
8
「
さ
し
い
て
ゝ
」
（
諸
本
「
て
を
さ
し
い
て
」
等
）
、
⑬
2
「
な
り
に
し
物

を
と
て
」
（
諸
本
「
な
り
に
し
も
の
を
と
つ
ゝ
ま
し
け
に
て
」
等
）
、
⑬
6
「
こ
と
を
も
」
（
諸
本
「
う
ゐ
こ
と
を
も
」
）
、
⑬
9
「
は
た
」
（
諸

本
「
は
た
か
く
も
」
等
）
、
㉒
4
「
御
な
を
し
な
と
」
（
諸
本
「
御
な
を
し
御
し
た
か
さ
ね
な
と
」・
保
「
御
な
を
し
」
）
、
㉓
5
「
な
け
れ
は
」

（
諸
本
「
な
け
れ
は
も
た
事
は
て
ぬ
に
」
）
、
㉕
3
「
こ
と
〳
〵
し
か
ら
す
」
（
諸
本
「
こ
と
〳
〵
し
か
ら
す
し
の
ひ
や
か
に
」
・
保
「
し
な
し

た
ま
へ
れ
と
」
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
脱
を
疑
わ
れ
る
箇
所
の
一
致
か
ら
は
、
や
は
り
何
ら
か
の
書
承
関
係
が
想
定
さ

れ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
、
（
●
）
と
し
た
異
同
（
※
◎
）
の
中
に
は
、
⑳
10
「
す
両
と
も
な
と
」
（
諸
本
「
す
ろ
う
と
も
な
と
」
「
し
ゆ
り
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や
う
と
も
な
と
」
等
）
と
い
っ
た
例
も
見
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
諸
本
か
ら
独
立
し
た
宛
字
の
共
通
な
ど
は
、
か
な
り
近
し
い
書
承
関
係
を

想
定
さ
せ
る
事
例
と
言
え
よ
う
（
通
常
は
異
同
と
し
て
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
も
の
を
、
※
を
付
し
て
敢
え
て
残
し
た
の
は
、
こ
う
し
た

書
承
関
係
の
想
定
さ
れ
る
事
例
を
排
除
し
な
い
た
め
で
あ
る
）
。

　

た
ゞ
し
、
△
（
▲
）
ま
た
は
×
（
▼
）
と
し
た
例
の
中
に
は
、
△
②
3
「
か
な
し
く
て
」
（
諸
本
「
わ
り
な
く
て
」
）
、
×
⑬
6
陽
「
か
た

ほ
な
る
」
（
諸
本
「
か
た
な
り
な
る
」
）
と
い
っ
た
誤
写
と
は
見
做
せ
な
い
か
な
り
特
異
な
異
文
が
片
方
に
の
み
認
め
ら
れ
る
事
例
も
あ
る

の
で
、
両
者
の
直
接
の
親
本
は
、
想
定
さ
れ
る
共
通
の
祖
本
か
ら
は
少
し
く
距
離
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

▲
▼
と
し
た
両
本
と
も
に
別
々
の
独
自
異
文
を
も
つ
箇
所
を
見
て
い
く
と
、
⑳
9
「
つ
く
も
と
こ
ろ
さ
く
所
」
／
陽
「
つ
く
も
と
こ
ろ

さ
へ
所
」
（
諸
本
「
つ
く
も
所
」
→
「
作つ

く

物も

所
ど
こ
ろ

」
）
で
は
保
坂
本
に
「
つ
く
も
と
こ
ろ
ゑ
と
こ
ろ
」
と
い
う
独
自
異
文
が
あ
り
、
こ
う
し
た

別
本
の
中
で
の
本
文
の
揺
れ
が
影
響
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
㉒
8
「
あ
る
と
し
ろ
に
」
／
陽
「
は
る
と
こ
ろ
に
」
（
諸
本
「
あ
る
し
の
所

に
」
等
→
「

饗
あ
る
じ

の
所
に
」
）
、
㉔
9
「
五
十
く
か
ゆ
て
の
こ
と
に
」
／
「
五
十
く
か
ゆ
こ
す
の
と
に
」
（
諸
本
「
五
十
く
五
て
の
せ
に
」
等

→
「
（
屯と

ん

食じ
き

）
五
十
具ぐ

、
碁ご

手て

の
銭ぜ

に

」
）
と
い
っ
た
例
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
共
通
祖
本
の
段
階
で
読
み
＝
意
味
把
握
が
不
安
定
と
な
り
行
文

が
乱
れ
た
（
意
味
を
把
握
で
き
ず
に
字
形
の
み
を
模
写
し
た
）
結
果
生
じ
た
異
文
と
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
双
方
の
親
本
の
段
階
で
は

す
で
に
少
し
乖
離
が
認
め
ら
れ
る
事
例
と
な
ろ
う
。
㉖
5
「
た（

マ

マ

）

ら
ち
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
る
」
／
陽
「
あ
そ
ひ
の
ゝ
し
る
」
（
諸
本
「
ま
い
り
給

へ
り
」
）
と
い
っ
た
例
も　

、
諸
本
か
ら
ま
っ
た
く
離
れ
た
異
同
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部
は
共
通
し
て
お
り
、
そ
の
淵
源
す
る
祖
本
が
か

な
り
特
異
な
異
文
を
有
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

　

各
本
の
独
自
異
文
（
▲
・
▼
）
に
つ
い
て
は
、
概
ね
誤
写
や
脱
字
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
零
本
部
分
に
多
く
認
め
ら
れ
る
と
ゝ
も

に
、
あ
る
程
度
集
中
す
る
傾
向
が
見
て
と
れ
る
（
文
字
を
落
と
し
て
補
入
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
）
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
古
筆
切
断
簡
が

「
宿
木
」
の
比
較
的
前
半
部
分
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
零
本
は
後
半
部
分
に
さ
し
か
ゝ
っ
て
お
り
、
長
編
で
あ
る
「
宿
木
」
を
書
写
す
る
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際
に
丁
子
吹
き
料
紙
本
・
陽
明
文
庫
本
の
両
筆
書
者
と
も
に
集
中
力
が
続
か
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
（
丁
子
吹
き
料
紙
本

「
宿
木
」
に
認
め
ら
れ
る
補
訂
箇
所
は
、
㉑
5
「
な
け
か
る
へ＄

（
→
「
へ
」
左
に
「
〻
」
・
右
に
「
ヒ
」
）
」
に
認
め
ら
れ
る
二
重
の
ミ
セ
ケ

チ
の
内
、
右
の
「
ヒ
」
と
あ
る
も
の
を
除
い
て
、
す
べ
て
本
文
と
同
筆
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
他
本
と
の
接
触
＝
校
合
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
）
。

　

以
上
を
通
覧
す
れ
ば
、
こ
の
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
が
陽
明
文
庫
本
と
極
め
て
近
し
い
（
同
一
の
祖
本
を
持
つ
）
関
係
に
あ
る
こ

と
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。
も
し
丁
子
吹
き
料
紙
本
の
存
在
が
な
け
れ
ば
、
陽
明
文
庫
本
は
、
今
回
の
調
査
範
囲
だ
け
で
も
60
＋
14
＋

16
＝
90
箇
所
の
独
自
異
文
を
持
つ
こ
と
に
な
る
（
「
宿
木
」
全
体
で
は
、
そ
の
約
十
倍
の
数
値
が
予
想
さ
れ
る
）
。
「
宿
木
」
に
限
っ
て
み
て

も
陽
明
文
庫
本
と
保
坂
本
の
独
自
異
文
の
量
は
突
出
し
て
お
り
（
た
ゞ
し
両
本
に
は
書
承
関
係
を
予
想
さ
せ
る
ほ
ど
の
一
致
は
な
く
、
別

系
統
の
別
本
と
言
わ
ざ
る
を
得
え
な
い
が
）
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
伝
本
を
校
異
本
文
の
底
本
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
は
、
少
し
く
抵
抗
が

あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
異
同
の
総
体
的
＝
相
対
的
把
握
と
い
う
点
で
は
、
む
し
ろ
も
っ
と
も
流
通
し
て
い
る
本
文
を
軸
と
し
た
方

が
、
は
る
か
に
直
感
的
に
理
解
が
し
易
い
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
ゝ
わ
ら
ず
「
別
本
集
成
」
で
陽
明
文
庫
本
が
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た

理
由
に
は
、
三
十
九
帖
の
別
本
群
の
内
、
そ
の
根
幹
を
な
す
鎌
倉
中
期
書
写
の
三
十
四
帖
の
存
在
が
あ
ろ
う

）
24
（

。
し
か
し
、
「
別
本
集
成
続
」

に
お
い
て
、
非
河
内
本
＝
別
本
と
い
う
括
り
に
認
識
を
移
行
し
た
際
に
も
、
大
島
本
や
明
融
本
で
は
な
く
陽
明
文
庫
本
に
固
執
し
た
こ
と

の
是
非
は
、
問
わ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
（
本
稿
で
敢
え
て
煩
を
侵
し
て
大
島
本
を
底
本
と
し
て
異
同
を
掲
出
し
た
の
は
、
扱
う
対
象
が
特
殊

な
別
本
で
あ
る
こ
と
を
照
射
し
易
く
す
る
た
め
で
あ
り
、
加
え
て
河
内
本
と
の
距
離
も
見
易
く
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
）
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
よ
う
な
孤
立
的
な
存
在
で
あ
っ
た
陽
明
文
庫
本
に
、
や
ゝ
遠
い
（
伝
本
研
究
上
で
は
、
非
常
に
近
い
）

親
戚
で
あ
る
こ
の
丁
子
吹
き
料
紙
本
が
加
わ
っ
た
こ
と
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い

）
25
（

。
陽
明
文
庫
本
の
よ
う
に
同
一
系
統
の
伝
本
を
ほ
か
に

持
た
な
い
単
独
本
で
は
、
そ
の
独
自
異
文
が
親
本
や
祖
本
に
由
来
す
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
単
な
る
不
注
意
に
起
因
す
る
も
の
か
を
峻
別
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す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
丁
子
吹
き
料
紙
本
と
の
比
較
が
可
能
な
部
分
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
そ
れ
が
可

能
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
（
少
な
く
と
も
共
通
す
る
異
同
は
祖
本
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
異
同
と
は
分
け
て
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
）
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
く
鎌
倉
中
期
書
写
の
両
本
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
元
と
な
っ
た
祖
本
へ
の
遡
行
が
見
通
せ
る

こ
と
に
な
る
。
少
な
く
と
も
鎌
倉
初
期
、
も
し
か
す
る
と
平
安
末
期
頃
の
本
文
の
面
影
が
、
こ
の
両
本
を
比
較
し
て
用
い
る
こ
と
に
よ
っ

て
見
え
て
く
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
期
待
を
抱
か
せ
る
と
い
う
意
味
で
も
、
丁
子
吹
き
料
紙
本
の
存
在
は
、
別
本
中
の
別
本
た
る
陽
明

文
庫
本
の
存
在
価
値
を
一
層
高
め
る
こ
と
に
役
立
つ
も
の
と
言
え
よ
う
。
更
な
る
僚
巻
や
ツ
レ
の
断
簡
の
発
見
が
切
に
望
ま
れ
る
所
以
で

あ
る
。

〈
注
〉

（
1
） 

書
誌
の
記
述
方
針
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
冰
青
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編
―
―
私
撰
集
（
一
）
―
―
」
（
『
女
子
大
國
文
』
第
百
六
十
九
号
、
令
和

三2021

年
九
月
）
・
「
冰
青
居
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編
―
―
歌
合
（
一
）
―
―
」
（
『
女
子
大
國
文
』
第
百
七
十
号
、
令
和
四2022

年
一
月
）
参
照
。

（
2
） 

前
稿
「
冰
青
居
蔵
品
図
録
・
古
筆
切
編
―
―
歌
合
（
一
）
―
―
」
（
前
掲
注
〔
1
〕
）
「
1
、
伝
宗
尊
親
王
筆
十
巻
本
歌
合
切
（
長
保
五
年
五
月
十
五
日

左
大
臣
道
長
家
歌
合
）
」
と
同
じ
紙
箱
で
、
表
具
も
基
本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
仕
立
と
な
っ
て
お
り
、
入
手
元
も
同
じ
で
あ
る
。

（
3
） 

本
軸
の
寸
法
（
㎝
）
は
、
総
丈
（
一
一
〇
。
〇
×
二
四
・
八
）
。
風
帯
（
三
三
・
五
×
一
・
〇
）
、
一
文
字
（
上
三
・
五
、
下
二
・
一
×
二
二
・
五
）
、
中

極札
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廻
し
（
五
九
・
〇
、
柱
一
・
二
、
上
一
一
・
七
、
下
七
・
二
）
、
上
下
（
上
三
三
・
五
、
下
一
七
・
五
）
。
台
紙
（
四
四
・
四
×
二
二
・
五
、
〔
内
縁
覆
輪

ま
で
の
寸
法
〕
左
右
一
・
八
、
上
一
二
・
六
、
下
九
・
五
、
内
縁
覆
輪
幅
〇
・
三
、
内
縁
左
一
・
三
、
右
一
・
四
、
上
三
・
一
、
下
二
・
二
、
本
紙
覆
輪

幅
〇
・
二
）
。
軸
先
（
長
・
左
三
・
〇
、
右
二
・
八
、
径
二
・
五
）
。

（
4
） 

小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料　

第
6
集
』
〔
和
泉
書
院
、
平
成
十
六2004

年
五

月
〕
所
収
）
「
阿
仏
尼
」
（
3
）
《
別
本
》
参
照
。

（
5
） 

池
田
龜
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
六
冊
・
校
異
篇
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十1985

年
三
月
普
及
版
初
版
）
に
依
る
。

（
6
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
十
三
巻
「
早
蕨
～
宿
木
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
三2001

年
十
月
）
に
依
る
。

（
7
） 

上
野
英
二
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
源
氏
物
語
須
磨
巻
・
蜻
蛉
巻
に
つ
い
て
（
乾
）
―
―
付　

翻
刻
須
磨
巻
―
―
」
（
『
成
城
國
文
學
論
集
』
第

二
十
五
輯
、
平
成
九1997

年
三
月
）
、
伊
藤
鉃
也
編
『
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
「
須
磨
」
』
（
新
典
社
、
平
成
二
十
五2013

年
十

月
）
所
収
の
影
印
及
び
「
解
説
」
に
依
る
。

（
8
） 

田
中
重
太
郎
編
著
『
源
氏
物
語
断
簡
』
（
東
風
社
、
昭
和
三
十
九1964

年
十
月
）
「
解
説
・
釈
文
」
の
「
書
誌
」
（
以
下
、
相
愛
大
学
春
曙
文
庫
蔵
「
橋

姫
」
「
宿
木
」
「
手
習
」
も
同
書
に
依
る
）
、
柿
谷
雄
三
「
春
曙
文
庫
蔵
源
氏
物
語
断
簡
（
別
本
）
ふ
ぢ
の
う
ら
ば
翻
刻
」
（
『
相
愛
国
文
』
第
九
号
、
平

成
八1996

年
三
月
）
に
依
る
。
「
断
簡
」
「
殘
簡
」
と
呼
称
さ
れ
る
が
、
各
々
お
そ
ら
く
一
括
り
分
（
「
橋
姫
」
は
二
括
り
分
弱
）
が
そ
の
ま
ゝ
残
存

し
て
い
る
現
状
を
尊
重
し
て
、
零
本
と
し
た
。

（
9
） 

池
田
利
夫
『
源
氏
物
語
の
文
献
学
的
研
究
序
説
』
（
笠
間
叢
書

222
、
笠
間
書
院
、
昭
和
六
十
三1988

年
十
二
月
）
第
四
章
「
中
山
家
本
源
氏
物
語
の

諸
伝
本
」
、
館
蔵
史
料
編
集
会
（
代
表
・
虎
尾
俊
哉
）
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
貴
重
典
籍
叢
書
』
文
学
篇
・
第
十
七
巻
「
物
語
二
」
（
臨
川
書
店
、

平
成
十
二2000

年
三
月
）
所
収
の
影
印
及
び
「
解
題
」
（
伊
井
春
樹
）
に
依
る
。

（
10
） 

久
保
木
秀
夫
「
『
源
氏
物
語
』〝
巻
別
本
〞
研
究
の
可
能
性
―
―
石
水
博
物
館
蔵
「
早
蕨
」
丁
子
吹
き
装
飾
料
紙
一
帖
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
―
」
（
中
古

文
学
会
関
西
部
会
編
『
源
氏
物
語　

本
文
研
究
の
可
能
性
』
〔
和
泉
書
院
、
令
和
二2020

年
三
月
〕
所
収
）
に
依
る
。

（
11
） 

小
松
茂
美
『
古
筆
学
大
成
』
第
二
十
三
巻
「
物
語　

物
語
注
釈
一
」
（
講
談
社
、
平
成
四1992

年
六
月
）
。
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（
12
） 『
鶴
見
大
学
蔵
貴
重
書
展
解
説
図
録　

古
典
籍
と
古
筆
切
』
（
鶴
見
大
学
、
平
成
六1994

年
十
月
）
82

−

チ
「
源
氏
物
語
断
簡　

宿
木　

別
本
（
伝
藤

原
為
家
筆
）
」
（
図
録
解
説
・
高
田
信
敬
担
当
部
分
）
に
依
る
。

（
13
） 
上
野
英
二
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
源
氏
物
語
須
磨
巻
・
蜻
蛉
巻
に
つ
い
て
（
坤
）
―
―
付　

翻
刻
蜻
蛉
巻
―
―
」
（
『
成
城
國
文
學
論
集
』
第

二
十
六
輯
、
平
成
十
一1999

年
三
月
）
、
大
内
英
範
『
源
氏
物
語　

鎌
倉
期
本
文
の
研
究
』
（
お
う
ふ
う
、
平
成
二
十
二2010

年
五
月
）
第
一
部

「
鎌
倉
期
諸
冩
本
と
そ
の
多
様
な
本
文
」
第
三
章
「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術
館
蔵
本
蜻
蛉
巻
と
そ
の
本
文
」
、
伊
藤
鉃
也
編
『
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
美
術

館
蔵
『
源
氏
物
語
』
「
蜻
蛉
」
』
（
新
典
社
、
平
成
二
十
六2014

年
六
月
）
所
収
の
影
印
及
び
「
解
説
」
に
依
る
。

（
14
） 

以
上
、
久
保
木
氏
前
掲
論
文
（
注
〔
10
〕
）
に
依
る
。

（
15
） 

そ
の
伝
存
状
況
を
勘
案
す
れ
ば
、
同
一
体
裁
で
別
本
系
統
と
さ
れ
る
「
は
は
き
ぎ
」
も
丁
子
吹
き
料
紙
本
の
僚
巻
で
あ
る
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら

れ
る
。
ほ
か
に
も
一
面
十
行
で
縦
横
十
六
㎝
内
外
の
素
紙
の
六
半
切
で
鎌
倉
中
期
頃
の
書
写
と
見
ら
れ
る
別
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
断
簡
に
は
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
（
今
後
、
丁
子
吹
き
料
紙
部
分
が
発
見
さ
れ
ゝ
ば
、
こ
れ
ら
も
ツ
レ
と
し
て
認
定
さ
れ
得
る
）
。

（
16
） 

伊
井
春
樹
・
高
田
信
敬
編
『
古
筆
切
提
要
―
―
複
製
手
鑑
索
引
―
―
』
（
淡
交
社
、
昭
和
五
十
九1984

年
一
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。
以
下
、
同

本
の
引
用
は
す
べ
て
同
書
に
依
る
。

（
17
） 

図
版

113
は
個
人
蔵
古
筆
手
鑑
、
図
版

114
は
青
蓮
院
旧
蔵
古
筆
手
鑑
「
も
し
の
関
」
所
収
。
一
面
十
行
書
、
極
札
・
寸
法
等
不
記
載
、
河
内
本
（
同
書

〔
前
掲
注
（
11
）
〕
「
解
題
」
に
依
る
）
。

（
18
） 「
源
三
位
頼
政
」
（
未
詳
極
札
）
、
一
五
・
四
×
五
・
三
㎝
、
一
面
三
行
書
、
流
布
本
系
統
（
久
曽
神
昇
編
『
源
氏
物
語
断
簡
集
成
』
〔
汲
古
書
院
、
平
成

十
二2000

年
十
二
月
〕
に
依
る
）
。

（
19
） 

陽
明
文
庫
本
「
宿
木
」
は
、
「
甲
類
の
表
紙
を
持
つ
一
群
三
十
五
帖
に
属
」
し
、
「
問
題
の
あ
る
絵
合
一
帖
、
検
討
を
要
す
る
若
紫
・
橋
姫
・
東
屋
・

浮
舟
・
手
習
六
帖
の
計
七
帖
を
除
い
た
二
十
八
帖
の
基
幹
諸
帖
に
属
」
す
る
別
本
で
あ
り
、
「
筆
者
目
録
」
に
そ
の
筆
者
を
「
為
家
」
と
す
る
（
陽
明

叢
書
国
書
篇
第
十
六
輯
『
源
氏
物
語　

十
四
』
〔
思
文
閣
出
版
、
昭
和
五
十
七1982
年
六
月
〕
別
冊
「
源
氏
物
語　

十
四　

翻
刻
・
解
説
（
石
田
穰

二
）
」
に
依
る
）
。
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（
20
） 「
宿
木
」
の
校
異
に
用
い
た
諸
本
の
略
号
と
略
称
は
以
下
の
通
り
。
こ
の
内
、
「
伏
」
は
「
別
本
集
成
」
で
は
「
宿
木
」
の
対
校
に
は
用
い
ら
れ
て
い

お
ら
ず
、
「
河
内
本
集
成
」
に
「
吉
」
と
さ
れ
る
吉
田
本
が
こ
れ
に
該
当
す
る
が
、
「
別
本
集
成
続
」
既
刊
分
に
は
「
伏
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
の
で
、

本
文
異
同
と
し
て
は
「
河
内
本
集
成
」
を
用
い
、
略
号
は
「
伏
」
に
統
一
し
て
お
く
。
「
穂
」
は
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
7
『
源
氏
物
語
（
五
）
』

（
古
典
文
学
会
編
、
貴
重
本
刊
行
会
、
昭
和
五
十
五1980

年
二
月
）
所
収
の
穂
久
邇
文
庫
本
（
「
宿
木
」
は
伝
二
条
為
定
筆
、
鎌
倉
末
期
写
）
影
印
、

「
飯
」
は
池
田
和
臣
編
『
飯
島
本　

源
氏
物
語
』
第
九
巻
（
笠
間
書
院
、
平
成
二
十
一2009

年
十
月
）
所
収
の
影
印
、
「
池
」
は
新
天
理
図
書
館
善
本

叢
書
第
21
巻
『
源
氏
物
語
池
田
本　

九
』
（
八
木
書
店
、
平
成
三
十2018

年
二
月
）
所
収
（
「
宿
木
」
は
基
幹
巻
〔
甲
筆
〕
・
鎌
倉
時
代
写
）
の
影
印

に
依
る
。
「
大
成
」
に
略
号
「
三
」
と
す
る
三
条
西
家
本
（
日
本
大
学
現
蔵
）
は
、
「
別
本
集
成
」
に
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
を
「
三
」
と
す

る
の
で
、
略
号
を
「
日
」
と
改
め
、
『
日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
』
第
九
巻
「
三
条
西
家
証
本　

九
」
（
八
木
書
店
、
平
成
八1996

年
一
月
）
所
収
の
影

印
に
依
っ
た
。
「
氏
」
は
東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
第
七
巻
『
源
氏
物
語
（
宿
木
巻
）
・
源
氏
物
語
系
図
』
（
東
海
大
学
出
版
会
、
平
成

三1991

年
八
月
）
所
収
の
伝
二
条
為
氏
筆
鎌
倉
末
期
写
本
、
「
光
」
は
『
日
本
大
学
蔵　

源
氏
物
語
』
第
十
三
巻
「
鎌
倉
期
諸
本
集
二
」
（
八
木
書
店
、

平
成
八1996

年
九
月
）
所
収
の
伝
後
光
厳
院
筆
鎌
倉
後
期
写
本
の
影
印
に
依
る
（
両
本
は
定
家
本
系
統
と
さ
れ
る
が
、
「
大
成
」
「
別
本
集
成
」
に
未

収
録
で
あ
り
、
鎌
倉
期
の
書
写
に
か
ゝ
る
「
宿
木
」
単
独
本
と
い
う
こ
と
を
重
視
し
て
対
校
本
に
加
え
た
）
。
な
お
、
陽
明
文
庫
本
は
「
別
本
集
成
」

所
収
の
翻
刻
本
文
に
依
っ
た
が
、
大
島
本
と
の
間
に
異
同
が
存
す
る
の
に
「
大
成
」
に
異
同
記
載
が
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
、
陽
明
叢
書
国
書
篇
第

十
六
輯
『
源
氏
物
語　

十
四
』
（
前
掲
注
〔
19
〕
）
所
収
の
影
印
に
よ
り
確
認
し
た
。

 

　

古　

大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）

 

　

陽　

陽
明
文
庫
本
（
陽
明
文
庫
蔵
）

 

　

保　

保
坂
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

 

　

国　

国
冬
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

高　

高
松
宮
本
（
高
松
宮
家
蔵
）

 

　

阿　

阿
里
莫
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）
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三　

三
条
西
家
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）

 
　

尾　

尾
州
家
河
内
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）

 

　

絵　

源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
（
徳
川
黎
明
会
蔵
）

 

　

〔
以
上
は
、
「
別
本
集
成
」
に
依
る
〕

 

　

御　

各
筆
源
氏
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

 

　

七　

七
毫
源
氏
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

 

　

平　

平
瀬
本
（
文
化
庁
蔵
）

 

　

鳳　

鳳
来
寺
本
（
愛
知
県
新
城
市
鳳
来
寺
伝
来
）

 

　

大　

大
島
河
内
本
（
中
京
大
学
図
書
館
蔵
）

 

　

伏　

伏
見
天
皇
本
（
古
典
文
庫
）
→
吉
田
本

 

　

岩　

岩
国
吉
川
家
本
（
吉
川
史
料
館
蔵
）

 

　

〔
以
上
は
、
「
河
内
本
集
成
」
に
依
る
〕

 

　

穂　

穂
久
邇
文
庫
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
）

 

　

飯　

飯
島
本
（
春
敬
記
念
書
道
文
庫
蔵
）

 

　

池　

池
田
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

日　

日
大
三
条
西
家
本
（
日
本
大
学
蔵
）

 

　

氏　

伝
為
氏
筆
本
（
東
海
大
学
桃
園
文
庫
蔵
「
宿
木
」
）

 

　

光　

伝
後
光
厳
院
筆
本
（
日
本
大
学
蔵
「
宿
木
」
）

 

　

〔
以
下
は
、
「
大
成
」
に
依
る
〕

 

　

横　

横
山
本
（
横
山
敬
次
郎
氏
旧
蔵
→
所
在
不
明
）
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肖　

肖
柏
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 
　

桃　

桃
園
文
庫
本
（
実
践
女
子
大
学
山
岸
文
庫
蔵
）

（
21
） 
使
用
す
る
校
異
符
号
は
以
下
の
通
り
（
以
下
、
本
稿
で
は
す
べ
て
こ
れ
を
使
用
）
。

 

＝
（
傍
書
）　

＋
（
補
入
）　

＄
（
ミ
セ
ケ
チ
）　

＆
（
な
ぞ
り
）　

△
（
不
明
）

（
22
） 

加
藤
洋
介
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』
（
風
間
書
房
、
平
成
十
三2001

年
二
月
）
に
依
る
。

（
23
） 

同
本
に
つ
い
て
は
、
裏
写
り
が
激
し
く
、
複
製
本
の
コ
ピ
ー
で
は
本
文
の
正
確
な
読
み
取
り
が
困
難
な
た
め
、
「
海
外
へ
い
あ
ん
ふ
ん
か
く
情
報
」
に

「
『
源
氏
物
語
』
原
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
（h

ttps://gen
jiito.org/u

pdate/gen
jigen

pon
_database/

）
と
し
て
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
っ
た
。

（
24
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
一
巻
「
桐
壺
～
夕
顔
」
（
桜
楓
社
、
平
成
元1989

年
三
月
）
「
凡
例
」
に
は
「
陽
明
文
庫

の
別
本
（
三
十
九
帖
）
は
高
い
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
別
本
諸
本
を
対
校
す
る
に
あ
た
っ
て
の
底
本
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
」
と

さ
れ
、
陽
明
文
庫
本
に
「
別
本
を
欠
く
巻
々
に
は
、
他
の
別
本
を
用
い
る
こ
と
で
対
処
し
た
」
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
続
編
で
は
源
氏
物
語
本
文

の
研
究
の
進
展
＝
深
化
（
「
別
本
集
成
」
の
刊
行
自
体
が
こ
れ
に
圧
倒
的
に
寄
与
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
）
に
合
わ
せ
て
、
非
河
内
本
＝
別
本
と
い

う
認
識
を
立
脚
点
と
し
て
、
所
謂
「
青
表
紙
本
」
系
統
の
陽
明
文
庫
本
十
五
帖
も
合
わ
せ
て
底
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
（
源
氏
物
語
別
本
集
成

刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
一
巻
「
桐
壺
～
夕
顔
」
〔
お
う
ふ
う
、
平
成
十
七2005

年
五
月
〕
「
凡
例
」
参
照
）
、
少
な
く
と
も
こ
の

十
五
帖
に
関
し
て
は
、
正
編
と
続
編
で
は
そ
の
見
え
て
く
る
異
同
状
況
の
風
景
は
か
な
り
変
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
（
た
ゞ
し
主

要
な
別
本
〔
定
家
本
系
統
を
除
く
非
河
内
本
〕
は
正
編
で
概
ね
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
続
編
内
で
の
こ
の
十
五
帖
と
、
別
本
で
あ
る
陽
明
文

庫
本
を
底
本
と
し
て
用
い
た
そ
の
ほ
か
の
帖
と
の
異
同
状
況
の
方
が
少
し
く
距
離
が
大
き
い
〔
無
論
、
異
同
そ
の
も
の
は
変
わ
る
は
ず
は
な
く
、
あ

く
ま
で
見
た
目
＝
見
え
方
の
問
題
で
あ
る
が
、
異
同
の
直
感
的
な
把
握
と
い
う
点
で
は
そ
の
差
は
大
き
い
〕
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
）
。

（
25
） 

加
藤
洋
介
「
調
査
研
究
速
報　

角
屋
保
存
会
蔵
『
源
氏
物
語
』
写
本
末
摘
花
巻
に
つ
い
て
」
（
『
角
屋
研
究
』
第
17
号
、
平
成
二
十2008

年
三
月
）
・

同
「
角
屋
保
存
会
蔵　

源
氏
物
語
末
摘
花
巻
―
解
題
と
影
印
・
翻
刻
―
」
（
『
角
屋
研
究
』
第
18
号
、
平
成
二
十
一2009

年
二
月
）
に
紹
介
さ
れ
た
角

屋
保
存
会
蔵
「
末
摘
花
」
も
陽
明
文
庫
本
に
近
し
い
本
文
を
持
つ
鎌
倉
中
期
の
古
写
本
で
あ
り
、
丁
子
吹
き
料
紙
本
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る
。



『
源
氏
物
語
』
丁
子
吹
き
料
紙
本
「
宿
木
」
の
性
格
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【
付
記
】
本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
に
お
け
る
国
文
学
特
殊
講
義
「
中
世
古
筆
切
研
究
」
（
令
和
四2022

年
度
後
期
）
第
13
回
講
義

テ
キ
ス
ト
（
オ
ン
ラ
イ
ン
版
）
の
一
部
を
元
に
し
て
加
筆
・
成
稿
し
た
も
の
で
す
。
本
稿
で
は
、
学
生
時
代
に
御
講
義
の
末
席
を

穢
し
た
田
中
重
太
郎
先
生
の
旧
蔵
資
料
を
扱
う
機
会
が
持
て
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
ゝ
も
に
、
謹
ん
で
そ
の
学
恩
に
深
謝
致
し

ま
す
。
な
お
、
資
料
複
写
等
に
つ
い
て
お
世
話
に
な
っ
た
京
都
女
子
大
学
図
書
館
ア
ク
テ
ィ
ブ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
、
記
し
て
感
謝
致

し
ま
す
。

（
京
都
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
非
常
勤
講
師
）


